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地
域
の
身
近
な
相
談
相
手

〜 
民
生
委
員
・
児
童
委
員 

〜
✿
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て

生
活
上
の
心
配
ご
と
の
相
談
に
応
じ
、行
政
や
専
門
機
関
へ
の
「
つ

な
ぎ
役
」
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、
定
期
的
な
訪
問
な
ど
に
よ

り
高
齢
者
世
帯
や
子
ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
法
、
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
非
常
勤
の
地
方

公
務
員
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

✿
２
０
４
人
の
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す

　

市
内
に
は
、
２
０
４
人
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
お
り
、
担
当
す
る
区
域
で
、
見
守
り
・

相
談
・
連
絡
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
内
８
地
区
に
協
議
会
が
設
置
さ
れ
、

毎
月
の
定
例
会
の
ほ
か
、
各
地
区
の
特
徴
を
活

か
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

✿
主
任
児
童
委
員
に
つ
い
て

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
中
に
は
、
子
ど
も
を
専
門
に
担
当
す

る
「
主
任
児
童
委
員
」
が
い
ま
す
。
市
内
に
14
人
お
り
、
区
域
担

当
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協
力
し
て
、
子
育
て
支
援
や
児
童

健
全
育
成
に
取
り
組
み
、
児
童
が
安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

地域を見守り、良き相談相手に

高齢者の安心をサポート 〈いきいきサロン〉子どもたちの安全を守る〈あいさつ運動〉

 

ー
地
域
の
身
近
な
相
談
相
手
で
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
の
み
な
さ
ん
の
相
談
相
手
で
す
。

　

相
談
内
容
に
応
じ
て
、
必
要
な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
地
域
の
専

門
機
関
と
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。
生
活
上
の
不
安
に
関
す
る
こ
と
、

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
、
介
護
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
日
常
の
生
活
で
気

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ー
秘
密
を
守
り
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
法
律
に
よ
り
守
秘
義
務
が
あ
り
ま
す
の
で
、

相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
保
護

に
配
慮
し
、
支
援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ー
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

　

お
住
ま
い
の
地
域
を
担
当
し
て
い
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
わ
か
ら

な
い
場
合
は
、
社
会
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に

●
地
域
で
の
孤
立
を
な
く
す
た
め
に

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
の
訪
問
、
相
談
対
応
、
見

守
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
高
齢
者
が
集
う
「
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」
や
地
域
で
の
活

動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。（
例
：
わ
く
わ
く
体
操
）

▼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
に

協
力
し
て
い
ま
す
。

●
住
民
の
安
全
・
安
心
な
く
ら
し
の
た
め
に

▼
新
た
に
75
歳
に
な
ら
れ
た
か
た
に
、
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
て

い
ま
す
。

▼
自
治
会
な
ど
と
連
携
し
、
避
難
行
動
要
支
援
者
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

●
子
ど
も
た
ち
が
明
る
く
健
全
に
育
つ
た
め
に

▼
小
・
中
学
校
の
通
学
路
や
校
門
前
で
、
あ
い
さ
つ
運
動

や
見
守
り
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
関
係
団
体
と
連
携
し
、
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル
に
協
力
し
て

い
ま
す
。

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
連
携
し
、
学
習
支
援
や
居
場
所
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
ま
す
。（
例
：
ね
っ
こ
の
会
）
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少
子
化
や
核
家
族
化
が
進
み
、
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
が
薄
く
な
っ
て
い
る
今
、
誰
に
も
相
談
で
き
ず
に
孤
立
し
て
し
ま
う
か
た
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
域
の
中
で
大
切
な
役
割
を
果
た
す
の
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。

候
補
者
推
薦
に
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
各
自
治
会
な
ど
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
が
、
12
月
現
在
、
13
の
区
域
が
欠
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
欠
員
地
区
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
地
区

を
担
当
す
る
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
カ
バ
ー
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
と
な
っ
て
お
り
、
受
け
持
ち
の
区
域
や
世
帯
数
が
増
加
す
る
こ
と

に
よ
り
負
担
が
増
え
、
住
民
へ
の
支
援
が
行
き
届
き
に
く
く
な
る
こ

と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
互
い
が
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
の
た
め
、
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
選
出
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

わくわく体操ねっこの会

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
任
期
は
民
生
委
員
法

に
よ
り
３
年
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
本
年
12
月
１

日
に
全
国
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
は
全
国
統
一
の
バ
ッ
ジ
を
身
に
つ
け
、
千

葉
県
知
事
発
行
の
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
証
」

を
携
帯
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
一
斉
改
選
さ
れ
ま
し
た

佐
倉

全国統一のバッジ

　

民
生
委
員
な
ど
の
地
域
活
動
を
続
け
て
20
年
以
上

に
な
り
ま
す
。
台
風
な
ど
の
災
害
の
時
に
は
、
支
援

が
必
要
な
人
た
ち
に
声
か
け
を
行
い
、
早
め
の
避
難

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
頼
り
に
し
て
も
ら
え
る
の
は

と
て
も
嬉
し
い
で
す
し
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
で
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
や
居
場

所
づ
く
り
の
活
動
も
し
て
お
り
、
地
域
を
通
し
て
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
日
ご
ろ
か

ら
声
か
け
な
ど
を
行
い
、
信
頼
関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
で
す
。

小林眞智子会長

佐
倉
市
民
生
委
員
・
児
童
委
員
協
議
会

小
林
会
長
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た

　
地
域
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
て
い
ま
す



2019 年（令和元年）12 月 15 日〈1323 号〉 行政の情報…2

■
予
算
要
求
状
況
の
公
表
お
よ
び

意
見
募
集

　

令
和
２
年
度
当
初
予
算
要
求
状

況
を
公
表
し
、
意
見
公
募
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ま
た
は
財
政
課
で
配
布
す
る
資
料

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

意
見
公
募
期
間 

12
月
24
日
㈫
ま
で

※
各
所
属
の
予
算
要
求
の
内
容
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
財
政
課

☎（
４
８
４
）６
１
０
９

■「
廃
菌
床
」を
無
料
で
配
布
し
ま
す 

　

使
用
済
菌
床
栽
培
の
き
の
こ
の

培
地
を
、
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

非
常
に
有
益
な
堆
肥
の
原
料
と
な

る
ほ
か
、
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
の
飼

育
資
材
に
な
り
ま
す
。

場 

佐
倉
き
の
こ
園
（
太
田
）　

※
随
時
受
付
。
お
問
い
合
わ
せ
の

う
え
、
お
越
し
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
き
の
こ
園　

☎（
４
８
６
）
３
９
８
７ 

■
監
査
の
結
果
に
つ
い
て

　

令
和
元
年
度
財
政
援
助
団
体
等

監
査
の
結
果
が
、
監
査
委
員
か
ら

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

閲
覧
場
所　

市
政
資
料
室（
市
役

所
１
号
館
２
階
）、
市
内
図
書
館
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ　

監
査
委
員
事
務
局

☎（
４
８
４
）６
１
７
８

■
労
働
力
調
査
に
ご
協
力
を

　

総
務
省
統
計
局
と
千
葉
県
は
、

毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
の
世
帯
に
は
、
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

調
査
対
象　

王
子
台
の
一
部
世
帯

調
査
期
間　

令
和
２
年
１
月
〜
５

月（
準
備
調
査
１
か
月
、
本
調
査

４
か
月
）

※
調
査
員
は
、
県
知
事
発
行
の
調

査
員
証
を
携
帯
し
て
い
ま
す

問
い
合
わ
せ　

県
総
合
企
画
部
統

計
課
☎（
２
２
３
）２
２
２
０

■
公
立
保
育
園
の
保
育
士
お
よ
び

調
理
員
を
募
集
し
ま
す

職
種　

①
保
育
士  

②
調
理
員 

③
保
育
支
援
員

資
格　

①
保
育
士 

②
▼
フ
ル
タ

イ
ム
勤
務
の
か
た
は
、
栄
養
士
、

調
理
師
資
格 

▼
パ
ー
ト
タ
イ
ム

の
か
た
は
不
問
、
③
子
育
て
の
知

識
の
あ
る
か
た
（
主
に
延
長
保
育

に
従
事
）

※
保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
る

が
、
し
ば
ら
く
実
務
を
離
れ
不
安

の
あ
る
か
た
な
ど
を
対
象
と
し
た

就
労
支
援
研
修
も
各
保
育
園
で
開

催
し
て
い
ま
す

勤
務
先　

市
内
公
立
保
育
園

雇
用
期
間　

令
和
２
年
度
中

【
各
職
種
共
通
】

▼
電
話
に
て
面
接
の
日
程
を
調
整

後
、
写
真
添
付
の
履
歴
書
、
有
資

格
者
は
資
格
証
明
書
の
写
し
を
面

接
時
に
持
参

▼
勤
務
日
数
、
勤
務
時
間
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

☎
（
４
８
４
）
６
４
１
５

※
令
和
元
年
度
に
つ
い
て
も
随
時

募
集
中
し
て
い
ま
す

お 

知 

ら 

せ

振り込め詐欺に注意！ 不審な電話がかかってきたら佐倉警察署☎（484）0110へご連絡ください。

令
和
２
年
度 

学
童
保
育
所
の

　
　
　
　
入
所
受
付

　

保
護
者
の
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、放
課
後
に

適
切
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
小
学
生
が
対
象

で
す
。

受
付
期
間　

令
和
２
年
１
月
７
日
㈫
〜
21
日
㈫

（
受
付
時
間
は
下
表
参
照
）

受
付
場
所

▼
新
規 

お
子
さ
ん
同
伴
で
の
面
接
が
必
要
で

す
。
入
所
を
希
望
す
る
施
設
に
面
接
日
時
を
予

約
し
て
く
だ
さ
い

※
北
志
津
お
よ
び
南
部
児
童
セ
ン
タ
ー
が
所
管

す
る
学
童
保
育
所
の
新
規
申
し
込
み
は
、
各
児

童
セ
ン
タ
ー
で
受
付

▼
継
続 

利
用
中
の
学
童
保
育
所
へ
書
類
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い

提
出
書
類　

入
所
申
込
書
、就
労
証
明
書
な
ど
、

児
童
票
、
自
宅
へ
の
経
路（
地
図
）　

※
各
書
類
は
い
ず
れ
も
入
所
案
内
書
に
綴
じ
込

み
。
入
所
案
内
書
は
、
子
育
て
支
援
課
・
各
保

育
園
・
各
学
童
保
育
所
・
各
出
張
所
で
配
布
。

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。

事
前
に
記
入
の
上
、
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
現
在
利
用
中
の
か
た
も
、
年
度
ご
と
に
申
し

込
み
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課

☎（
４
８
４
）６
１
３
９

施 設 名 対象学年 電 話 所管施設 受 付 時 間

公　
　
　
　

立

志
津
南
部

上志津学童保育所 １～６年 ☎（488）0326

志津児童センター
☎（310）5131

【児童センター・老
幼の館（併設学童保
育所含む）】
午前9時～午後5時
（月・祝除く）

【学童保育所】
午後１時～ 5時

（土・日・祝除く）

第二上志津学童保育所 １～ 2年 ☎（460）5125

西志津学童保育所 １～６年 ☎（489）1408

第二西志津学童保育所 １～３年 ☎（462）8336

第三西志津学童保育所 １～ 4年 ☎（462）2070

下志津学童保育所 １～６年 ☎（463）2301

南志津学童保育所 １～６年 ☎（462）1206

志
津
北
部

北志津児童センター学童保育所 １～６年 ☎（235）7555

北志津児童センター
☎（487）6782

※新規申込は全て北
志津児童センターで
受付

井野学童保育所 １～３年 ☎（463）8028

小竹学童保育所 １～６年 ☎（461）3221
志津学童保育所 １～６年 ☎（460）3345
青菅学童保育所 １～６年 ☎（463）7786
第二青菅学童保育所
（令和 2年 4月 1日学校内に開設） １～６年 ☎（487）6782

（北志津児童セン
ター）第三青菅学童保育所

（令和 2年 4月 1日学校内に開設） １～６年

根
郷
・
弥
富
・
和
田

根郷学童保育所 １～３年 ☎（484）8394
南部児童センター
☎（483）2800

※新規申込は全て南
部児童センターで受
付

第二根郷学童保育所 １～６年 ☎（484）8018

山王学童保育所 １～６年 ☎（483）2776

大崎台学童保育所 １～６年 ☎（484）5199

寺崎学童保育所 １～３年 ☎（486）1106

弥富学童保育所 １～６年 ☎（498）1321

和田学童保育所 １～６年 ☎（498）3506

佐
倉

佐倉老幼の館学童保育所 １～６年 ☎（486）7090

佐倉老幼の館
☎（486）7090

佐倉学童保育所 １～３年 ☎（483）2751

白銀学童保育所 １～６年 ☎（483）2200

佐倉東学童保育所 １～６年 ☎（485）9015

内郷学童保育所 １～６年 ☎（483）2043

臼
井
・
千
代
田

臼井老幼の館学童保育所 １～６年 ☎（487）6210

臼井老幼の館
☎（487）6210

千代田学童保育所 １～６年 ☎（463）7381

印南学童保育所 １～６年 ☎（486）1537

王子台学童保育所 １～３年 ☎（462）5021

間野台学童保育所 １～６年 ☎（461）5525

染井野学童保育所 １～６年 ☎（463）3210

私　

立

すみれにこにこホーム
※申込受付先はすみれ保育園 １～６年 ☎（489）4270 すみれ保育園

☎（487）8468
午後１時～ 5時
（土・日・祝除く）

光の子児童センター １～６年 ☎（462）2654 同左 午後 1時～ 6時
（土・日・祝除く）

ユーカリ優都ぴあ １～６年 ☎（460）6700 同左 午前10時～午後6時
（日・祝除く）

日
時　

令
和
２
年
２
月
１
日
㈯
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
５
時   

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　

臼
井
公
民
館

内
容　
「
災
害
時
に
外
国
人
が
直
面
す
る
課
題
と
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
役
割
」
な
ど
の
講
義
、
避
難
所
巡

回
訓
練
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

定
員　

40
人（
多
数
時
抽
選・市
内
在
住
の
か
た
優
先
）

対
象　

災
害
時
の
外
国
人
支
援
活
動
に
関
心
が
あ

る
、
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た  

※
語
学
力
は
不
問

締
め
切
り　

令
和
２
年
１
月
10
日
㈮
（
必
着
）

申
し
込
み　

申
込
書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
を
、フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
、

県
総
合
企
画
部
国
際
課
℻
（
２
２
４
）
２
６
３
１
、

 kokusaig3@
m
z.pref.chiba.lg.jp

へ

問
い
合
わ
せ　

県
総
合
企
画
部
国
際
課
☎
（
２
２
３
）
２
４
３
６

　
「
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら

し
い
生
活
を
続
け
て
い
け
る
地

域
」
の
実
現
に
は
、
住
民
一
人

ひ
と
り
が
主
役
と
な
っ
て
支
え

あ
い
、
助
け
あ
う
こ
と
が
必
要

で
す
。
今
こ
そ
住
民
力
を
発
揮

す
る
時
で
す
。
あ
な
た
の
活
躍

を
待
っ
て
い
ま
す
！

【
全
４
回
の
連
続
講
座
】

参
加
費
無
料

▼
第
１
回　

基
調
講
演

「
笑
っ
て
学
ぼ
う
！
地
域
の
支
え

あ
い
」

日
時　

令
和
２
年
１
月
28
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

要
申
し
込
み

場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル

講
師　

桂
文
雀
師
匠

（
落
語
協
会

真
打
）

定
員　

４
０
０
人
（
先
着
順
）

▼
第
２
回　

地
域
活
動
実
践
者

と
の
交
流

日
時　

令
和
２
年
２
月
３
日
㈪

場
所　

臼
井
公
民
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
デ
ビ
ュ
ー
応
援
講
座

　〝
お
た
が
い
さ
ま
の　
ま
ち
づ
く
り
〞

▼
第
３
回　

地
域
活
動
団
体
で

お
試
し
体
験
会

日
時　

令
和
２
年
２
月
４
日
㈫

〜
20
日
㈭
の
う
ち
１
回

場
所　

各
地
域
の
活
動
に
参
加

▼
第
４
回　

体
験
会
報
告
会
＆

交
流
会

日
時　

令
和
２
年
２
月
21
日
㈮

場
所　

臼
井
公
民
館

佐倉市民憲章
（昭和 45 年 12 月 23 日制定）

　

わ
た
く
し
た
ち
は
、
印
旛
沼

湖
畔
の
き
れ
い
な
空
気
と
緑
と

太
陽
と
歴
史
に
恵
ま
れ
た
佐
倉

市
民
で
す
。
全
市
民
は
、
力
を

合
わ
せ
て
こ
の
憲
章
を
守
り
、
理

想
の
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
美
し
く
清
潔

な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
公
衆
道
徳
を

守
り
、
ス
ポ
ー
ツ
を
愛
し
、
明

る
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
歴
史
や
自
然

を
大
切
に
し
、
お
く
ゆ
か
し
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
老
人
を
敬
い
、

子
ど
も
を
愛
し
、
あ
た
た
か
い

ま
ち
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

一
、
私
た
ち
は
、
創
意
と
努
力

を
も
っ
て
、
豊
か
な
ま
ち
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

佐
倉
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
（
４
８
４
）
６
０
３
３
、

℻
（
４
８
６
）
２
５
１
８
、

 m
achicom

@
sakurasha

kyo.or.jp

受
講
生
募
集

災
害
時
外
国
人
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座 
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▼
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税 

第
３
期 

▼
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料 

第
６
期 

 《
納
付
の
ご
相
談
は
》 

▼
納
税
相
談
…
収
税
課 

☎（
４
８
４
）６
１
１
８

▼
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
健
康
保
険
課 

☎（
４
８
４
）６
１
３
６

▼
介
護
保
険
料
相
談
…
高
齢
者
福
祉
課 

☎（
４
８
４
）６
１
８
７

   

納
期
の
お
知
ら
せ
【
納
期
限 

12
月
25
日
水
】

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」「
佐
倉
市
議
会
だ
よ
り
」を
よ
り
気
軽
に
広
く
ご
覧
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
掲
載
に
加
え
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
や
テ
キ
ス
ト（
文
字
）デ
ー
タ
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
配

信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
※
利
用
無
料　

問 

広
報
課
☎（
４
８
４
）６
１
０
１

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」「
佐
倉
市

議
会
だ
よ
り
」
を
電
子
書
籍
の

形
で
、
お
持
ち
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　

ペ
ー
ジ
め
く
り
や
拡
大
縮
小

が
簡
単
に
で
き
ま
す
。

▼
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

http://m
achiiro.tow

n/

⬆ 

リ
ン
ク
先
か
ら

各
ア
プ
リ
を
選
択
し

て
く
だ
さ
い

　
「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」
を
記
事
ご
と
に
テ

キ
ス
ト
化
し
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
し
て
パ

ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
※
最
新
号
の
掲
載
は
、

発
行
日
か
ら
５
日
前
後
か
か
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
画
像
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼「
佐
倉
市
版
マ
イ
広
報
紙
」サ
イ
ト

https://sakura.m
ykoho.jp/

▼
ア
プ
リ
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

 「
マ
チ
イ
ロ
」ア
プ
リ

（
電
子
書
籍
版
）

「
マ
イ
広
報
紙
」サ
イ
ト
・
ア
プ
リ

（
テ
キ
ス
ト
版
）

⬇ iOS

⬇ Android

「
こ
う
ほ
う
佐
倉
」 　

「
佐
倉
市
議
会
だ
よ
り
」 

を
デ
ジ
タ
ル
配
信

ご
存
知

で
す
か
？

改
修
工
事
に
よ
る

固
定
資
産
税
の
減
額 

に
つ
い
て

改
修
工
事

工
事
完
了
時
期

減
額
率

適
用
範
囲

1 

バ
リ
ア

フ
リ
ー

令
和
２
年
３
月

31
日
ま
で
に
改

修
工
事
が
完
了

12 

固
定
資
産
税
額

の
３
分
の
１

※
減
額
期
間
は
工

事
が
完
了
し
た
翌

年
の
１
年
度
分

1
床
面
積
100
㎡
ま
で

※
100
㎡
を
越
え
る
場

合
、
100
㎡
分
が
適
用

範
囲

2 

省
エ
ネ

2 

3 

4 

床
面
積
120
㎡
ま
で

※
120
㎡
を
越
え
る
場

合
、
120
㎡
分
が
適
用

範
囲

3 

耐
震

3 

固
定
資
産
税
額

の
２
分
の
１

※
減
額
期
間
は
工
事

が
完
了
し
た
翌
年
の

１
年
度
分

4 

長
期
優

良
住
宅
化
リ

フ
ォ
ー
ム

4 

固
定
資
産
税
額

の
３
分
の
２

※
減
額
期
間
は
工
事

が
完
了
し
た
翌
年
の

１
年
度
分

1 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

対
象　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以

上
経
過
し
た
住
宅
で
、
❶
〜
❸
の
全

て
に
該
当
す
る
も
の　

❶
65
歳
以
上
の
か
た
、
要
介
護
認
定

ま
た
は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
か

た
、
障
害
者
の
か
た
、
こ
の
い
ず
れ

か
の
か
た
が
居
住
す
る
住
宅（
賃
貸

住
宅
を
除
く
）

❷
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
の
も
の 

❸
次
の
工
事
で
補
助
金
な
ど
を
除
く

自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上
の
も
の 

▼
廊
下
の
拡
幅 

▼
階
段
の
勾
配
の

緩
和 

▼
浴
室
の
改
良 

▼
便
所
の
改

良 
▼
手
す
り
の
取
り
付
け 

▼
床
の

段
差
の
解
消 

▼
引
き
戸
へ
の
取
り

換
え 
▼
床
表
面
の
滑
り
止
め
化

2 

省
エ
ネ
改
修
工
事

対
象　

平
成
20
年
１
月
１
日
に
既

存
す
る
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）

で
、
①
〜
③
の
全
て
に
該
当
す
る 問 

資
産
税
課 

☎（
４
８
４
）６
１
２
０

　

次
の
改
修
工
事
は
、
固
定
資
産
税
の
減
額
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

も
の

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事
（
二
重
サ
ッ

シ
化
、
複
層
ガ
ラ
ス
化
な
ど
）

※
窓
は
必
須
工
事
で
す
。
床
・
天
井
・

壁
の
断
熱
改
修
工
事
も
工
事
費
に
含

む
こ
と
が
で
き
ま
す 

②
改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50

㎡
以
上
の
も
の 

③
補
助
金
な
ど
を
除
い
た
工
事
費

で
、
自
己
負
担
額
が
50
万
円
以
上
の

も
の

※
1
と
2
は
併
用
で
き
ま
す

3 

住
宅
耐
震
改
修
工
事

対
象　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に

建
て
ら
れ
た
住
宅
で
、
建
築
基
準
法

に
基
づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合

さ
せ
る
よ
う
に
改
修
工
事
を
し
、
工

事
費
が
50
万
円
以
上
の
も
の

4 

長
期
優
良
住
宅
化
リ
フ
ォ
ー
ム

対
象　

省
エ
ネ
改
修
工
事
、
耐
震
改

修
工
事
に
よ
り
、
既
存
住
宅
が
長
期

優
良
住
宅
の
認
定
を
受
け
た
も
の

※
50
〜
280
㎡
の
家
屋
が
対
象

《
1
〜
4
共
通
》

※
都
市
計
画
税
は
減
額
対
象
と
な
り

ま
せ
ん

※
申
告
方
法
、
提
出
書
類
な
ど
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

※
申
告
は
改
修
工
事
完
了
後
、
３
か

月
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い

　

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
功
績

を
残
さ
れ
た
、
市
内
に
お
住

ま
い
の
９
人
の
か
た
が
、
叙

勲
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

【
順
不
同
・
敬
称
略
】

【
瑞
宝
中
綬
章
】

片
岡 

寛
（
一
橋
大
学
名
誉
教
授
）

【
旭
日
小
綬
章
】

塚
田 

雅
二（
現
佐
倉
商
工
会
議

所
会
頭
）

【
瑞
宝
小
綬
章
】

菅
原 

恒
夫
（
元
神
田
税
務
署
長
）

【
瑞
宝
双
光
章
】

篠
田 

啓
一（
元
千
葉
県
佐
倉
市
八

街
市
酒
々
井
町
消
防
組
合
消
防
監
）

 

秋
の
叙
勲
　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

最
近
、
自
動
車
の
運
転
に
不
安
を

感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。「
そ

ろ
そ
ろ
運
転
を
〝
卒
業
〞
し
よ
う
か

な
」
と
お
考
え
の
か
た
は
、
運
転
免

許
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
家
族
で
話

し
合
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
運
転
免
許
証
を
自

主
的
に
返
納
し
、
申
請
す
れ
ば
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ
、
公

的
な
身
分
証
と
し
て
使
用
で
き
る
ほ

か
、
タ
ク
シ
ー
や
バ
ス
の
運
賃
割
引

な
ど
の
様
々
な
特
典
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
（
詳
し
く
は
千
葉
県
警

察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。

〈
手
続
き
が
で
き
る
場
所
〉

　

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
は
、
管

轄
地
域
の
警
察
署
ま
た
は
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
に
て
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

〈
必
要
な
も
の
〉

▼
運
転
免
許
証（
有
効
期
限
内
）

▼
印
鑑

◆
運
転
経
歴
証
明
書
の
交
付
申
請
を

併
せ
て
行
う
場
合

▼
交
付
手
数
料
１
１
０
０
円

▼
警
察
署
で
手
続
き
さ
れ
る
か
た

は
、
加
え
て
申
請
用
写
真
１
枚

問
い
合
わ
せ　
佐
倉
警
察
署
交
通
課
☎

（
４
８
４
）０
１
１
０
、
千
葉
運
転
免
許

セ
ン
タ
ー
☎（
２
７
４
）２
０
０
０

〜 

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
か
た
、
ま
た
、
そ
の
ご
家
族
の
か
た
へ

   

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
考
え
ま
せ
ん
か

林 

龍
雄（
元
２
等
空
尉
）

【
瑞
宝
単
光
章
】

岡
本 

久
子（
元
各
種
統
計
調
査

員
）

行
方 

富
士
夫
（
元
東
日
本
旅

客
鉄
道
㈱
千
葉
運
転
区
長
）

増
田 

正
司（
元
東
京
消
防
庁
消

防
司
令
長
）

　

ほ
か
１
人
の
か
た
が
、
受
章

さ
れ
ま
し
た
。

場 

農
村
婦
人
の
家（
弥
富
公
民
館

内
）・和
田
ふ
る
さ
と
館

貸
出
期
間　

令
和
２
年
４
月
７
日
㈫

〜
５
月
31
日
㈰ 

※
休
館
日
な
ど
、
利

用
で
き
な
い
日
が
あ
り
ま
す

貸
出
時
間　

❶
午
前
９
時
〜
午
後
１

時 

❷
午
後
１
時
〜
５
時
の
い
ず
れ

か
１
回
の
み

対 

市
内
在
住
の
か
た
で
構
成
さ
れ

た
３
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
市
外
の

か
た
は
利
用
不
可
）

※
初
心
者
の
か
た
は
、
各
自
で
加
工

機
械
の
操
作
を
熟
知
す
る
か
た
を
グ

ル
ー
プ
に
加
え
て
く
だ
さ
い

費 

❶
❷
と
も
に
１
グ
ル
ー
プ
７
７

０
円

申 

施
設
で
令
和
２
年
１
月
10
日
㈮

〜
29
日
㈬
に
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
す
る
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、

抽
選
会
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
事
前
受
付
は
行
い
ま
せ
ん（
電
子

申
請
、
郵
送
、
電
話
な
ど
の
申
し
込

み
は
不
可
）

【
抽
選
会
に
つ
い
て
】

日 

令
和
２
年
１
月
30
日
㈭

場 

時 

▼
和
田
ふ
る
さ
と
館
・
午
前

10
時
〜 

▼
農
村
婦
人
の
家
・
午
後

２
時
〜

※
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
必
ず
１
人
は

参
加
し
、
候
補
日
は
複
数
用
意
し
て

く
だ
さ
い

※
抽
選
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
注
意
事
項
】

▼
１
世
帯
１
人
ま
で
、
農
村
婦
人
の

家
、
和
田
ふ
る
さ
と
館
の
両
方
へ
の

申
し
込
み
は
不
可

▼
缶
・
材
料
は
、
各
グ
ル
ー
プ
で
用

意
し
て
く
だ
さ
い

※
詳
細
は
配
布
後
の
要
項
を
ご
確
認

く
だ
さ
い

問 

農
村
婦
人
の
家
☎
（
４
９
８
）

０
８
６
０
、
和
田
ふ
る
さ
と
館
☎

（
４
９
８
）
４
０
０
０
、
農
政
課
☎

（
４
８
４
）
６
１
４
１

た
け
の
こ
缶
詰
づ
く
り 

の
申
し
込
み

農
村
婦
人
の
家
・
和
田
ふ
る
さ
と
館

▼
申
し
込
み
方
法　

口
座
振
替
依
頼

書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う

え
、
窓
口
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
窓
口　

預
貯
金
口
座
の

あ
る
金
融
機
関
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、

佐
倉
市
役
所
（
収
税
課
ま
た
は
出
張

所
・
派
出
所
）
※
取
り
扱
っ
て
い
な

い
金
融
機
関
も
あ
り
ま
す

▼
申
し
込
み
に
必
要
な
も
の

通
帳
・
通
帳
届
出
印
・
納
税
通
知
書（
ま

た
は
通
知
番
号
が
わ
か
る
も
の
）・
口

座
振
替
依
頼
書

※
各
納
期
限
の
２
か
月
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い

※
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
収
税
課
ま
た

は
出
張
所
・
派
出
所
、
市
内
の
金
融
機

関
に
あ
り
ま
す
。
郵
送
も
可
能
で
す
の

で
、
収
税
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ　

収
税
課
☎（
４
８
４
）

６
１
１
６

納
税
は
、
便
利
で
安
心
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

日 

令
和
２
年
１
月
28
日
㈫
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　

要
申
し
込
み
・

無
料 

場 

西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー 

定 

40
人
（
先
着
順
）

◆
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

　

　
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認

知
症
の
か
た
や
そ
の
家
族
を
応
援

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
で
す
。

 

認
知
症
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
考
え
よ
う

●
認
知
症
を
学
ぶ
地
域
講
座

日 

12
月
20
日
㈮
午
後
２
時
〜
３
時
30

分（
受
付 

午
後
１
時
30
分
〜
）
無
料
・

申
し
込
み
不
要 

場 

中
央
公
民
館 

内 

認
知
症
・
脳
卒
中
後
に
発
症
す
る
て
ん

か
ん
の
症
状
を
見
逃
さ
な
い
た
め
の

症
状
と
対
処
に
つ
い
て 

講 

赤
松
直
樹

（
国
際
医
療
福
祉
大
学
医
学
部
脳
神
経

内
科
教
授
） 定 

２
０
０
人（
先
着
順
）  

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
高
齢
者
福
祉
課
☎（
４
８
４
）
６
３
４
３
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市職員の人事・給与などの状況は、市政資料室（市役所１号館２階）・市ホームページでもご覧になれます

市職員の人事・給与などの状況 問 人事課 ☎（４８４）６１０４

　「佐倉市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の定数・給与・勤務条件などの状況をお知らせします。

１　職員の任免・定数の状況
（１）採用・退職者数（平成 30年度）

（２）採用試験の実施状況（平成 30年度・任期付職員を除く） （人）

試験区分 職種 受験者数 最終合格者数
男 女 計 男 女 計

上級または大卒程度

一般行政Ⅰ 125 51 176 10 4 14
一般行政Ⅱ 46 12 58 6 1 7
一般行政Ⅲ 4 5 9 1 1 2
保健師 2 8 10 0 2 2
土木 8 0 8 2 0 2

中級または短大卒程度
一般行政初級 2 0 2 1 0 1
保育士 2 23 25 0 5 5

計 189 99 288 20 13 33
（注）最終合格者には、補欠合格を含みます。合格者のうち、23人が平成 31年４月１日付け採用。

（３）職員数（各年度の４月１日現在） （人）
26 年度 27年度 28年度 29年度 30年度 令和元年度
1,020〈52〉 1,023〈63〉 1,010〈75〉 1,032〈90〉 1,038〈93〉 1,038〈82〉

（注）一般会計・特別会計を含む全職員。〈　〉内は再任用を外書き

２　職員の給与の状況など
（１）給与費（平成 30年度一般会計決算）

職員数
（Ａ）

給与費 １人当たりの給
与費

（Ｂ /Ａ）給料 職員手当 期末・
勤勉手当 計（Ｂ）

1,040（人） 3,823,769（千円） 1,086,227（千円） 1,623,721（千円） 6,533,717（千円） 6,282（千円）

（注）職員手当の中に退職手当は含まない

（２）平均給料月額など
区分 佐倉市 千葉県 国

一般行政職
平均給料月額 333,452 円 312,096 円 329,845 円
平均給与月額 438,327 円 405,061 円 410,940 円
平均年齢 41.9 歳 41.3 歳 43.5 歳

（注）①「平均給料月額」は、平成 30年４月１日現在の基本給の平均
　 ②「平均給与月額」は、給料月額と月々支給される扶養手当・地域手当・住居手当、時間外勤務手当な  
　　　　どの諸手当の額を合計したもの（平成 30年４月分）
　　③国の平均給与額の中には時間外勤務手当・特殊勤務手当などは含まれていません。

（３）初任給の状況（平成 31年４月１日現在）

区分
佐倉市 国
初任給 初任給

一般行政職
大学卒 180,700 円 総合職 185,200 円

一般職 180,700 円
高校卒 148,600 円 148,600 円

（４）各種手当の状況（平成 31年４月１日現在）
区分 内容

扶養手当 ・配偶者　6,500 円　・配偶者以外の扶養親族　子１人 10,000 円 　子以外
１人 6,500 円　・16～ 22歳までの子　1人につき 5,000 円加算

地域手当 給料月額・扶養手当・管理職手当の合計額の 9.2％
住居手当 ・借家（家賃 12,000 円を超える場合に限る）家賃額に応じて 27,000 円を限度に支給

通勤手当
自宅から通勤先までの距離が２㎞以上の場合のみ支給
・電車、バスなどを使用する場合　定期代を全額支給
・乗用車などを使用する場合（距離に応じて支給）2,000 円～ 

特殊勤務手当 日額　５種類（税務特殊手当など）　月額　６種類（保健業務手当など）

管理職手当 理事 116,500 円　部長 88,500 円　参事 70,800 円
課長 66,500 円　主幹 53,200 円　施設長 49,900 円 など

時間外勤務手当
・勤務日　時間単価× 1.25（22 ～ 5時は 1.50）
・週休日　時間単価× 1.35（22 ～ 5時は 1.60）
ともに 60時間を超える場合には最大 1.75

休日勤務手当 年末年始や国民の祝日 時間単価× 1.35（22 ～５時は 1.60）

管理職員特別勤務手当 管理職手当の支給額に応じて 2,000 円～ 12,000 円
※週休日および平日深夜に、災害などの理由で出勤した場合に支給

期末勤勉手当
（令和元年 12月１日現在）

期末手当 勤勉手当
6月期 1.3 月分 0.925 月分
12月期 1.3 月分 0.925 月分
計 2.60 月分 1.85 月分 ※職務の級による加算措置あり

退職手当

（支給率） 自己都合 勧奨・定年
※千葉県市町村総合事務組合の
退職手当条例により、支給率が
決められています。

勤続 20年 16.6695 月分 24.586875 月分
勤続 25年 28.0395 月分 33.27075 月分
勤続 35年 39.7575 月分 47.7090 月分
最高限度額 47.7090 月分 47.7090 月分
一人当たりの
平均支給額 1,791 千円 22,292 千円 （平成 30年度）

（５）経験年数別・学歴別平均給料月額の状況（平成 31年４月１日現在）
区分 経験年数 10年 経験年数 20年 経験年数 25年 経験年数 30年

一般行政職
大学卒 257,650 円 361,477 円 388,586 円 424,420 円

高校卒 365,143 円 374,275 円

（６）特別職の報酬など（平成 31年 4月１日現在）
　特別職の報酬などは、佐倉市特別職報酬等審議会の答申を受けて、「特別職の職員の給与に関する
条例」、「議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例」により定められています。
区分 給料・報酬月額 地域手当 退職手当 期末手当
市長 940,000 円

9.2％
給料月額×在職月数× 0.35
給料月額×在職月数× 0.25
給料月額×在職月数× 0.20

※任期ごとに支給

　6月期 2.2 月分
 12 月期 2.2 月分
      計　4.4 月分

加算措置あり（20％）

副市長 800,000 円
教育長 720,000 円

議長 520,000 円
ー ー副議長 480,000 円

議員 460,000 円

（注）経験年数 10年及び経験年数 20年の高校卒職員は０人です。  

３　職員の勤務時間・その他の勤務条件の状況（平成 30年度）
（１）勤務時間

１週間の
勤務時間

１日の
勤務時間 始業時刻 終業時刻 休憩時間 週休日

38 時間 45分 7時間 45分 午前 8時 30分 午後 5時 15分 正午～午後 1時 土・日
（注）出先機関や施設などの勤務時間・週休日は、上記と異なる場合あり

（２）休暇制度
区分 内容

有給
年次有給休暇 年間 20日（平成 30年度平均取得日数 13.1 日）
特別休暇 年末年始、夏季休暇、産前産後、子育て休暇、忌引 など
療養休暇 負傷・疾病のため療養する必要がある場合

無給
介護休暇 配偶者・父母・子などを長期介護する場合　3年以内
組合休暇 職員団体の活動に従事する場合　年間 30日以内

男性職員 女性職員 計
1（1） 35（13） 36（14）

（３）育児休業の取得人数 （人）

（注）平成 29年度以前から引き続き育児休業を取得している者を含む。
　　 （　）内は、平成 30年度に新たに育児休業を取得した人数

４　職員の分限・懲戒の状況（平成 30年度）
分限処分者数（延べ人数） 懲戒処分者数（延べ人数）

降任 免職 休職 降給 計 戒告 減給 停職 免職 計
0 0 41 0 41 0 0 0 0 0

５　職員の服務の状況
区分 地方公務員法の根拠条文 違反による処分件数

法令及び上司の命令に従う義務 第 32条 ０件
信用失墜行為の禁止 第 33条 ０件
秘密を守る義務 第 34条 ０件
職務に専念する義務 第 35条 ０件
政治的行為の制限 第 36条 ０件
争議行為などの禁止 第 37条 ０件
営利企業などの従事制限 第 38条 ０件

６　職員の研修・人事評価の状況（平成 30年度）

区分 講座数 延べ参加人数 経費
市主催研修 48 1,111 人 8,855,837 円研修機関による研修 118 1,682 人

（１）職員の研修

（２）人事評価
評定期間 評定時期 対象者 評定項目

4 月～翌年 3月 １月 すべての一般職職員
業績評価・能力評価（業務遂行能力、改善改革、
企画力、見識、折衝調整能力、人材育成、職
場活性化、自己啓発、規律・接遇）

７　職員の福祉・利益の保護の状況（平成 30年度）
区分 決算額・内容

千葉県市町村共済組合・公立学校
共済組合による福利厚生事業

1,325,439,880 円（各共済組合に対する負担金）
短期給付（健康保険）、長期給付（年金関係）など

千葉県市町村互助会による
福利厚生事業

1,493,964 円（互助会に対する負担金）
出産費助成、弔慰金の給付、各種保険事業など

職員の健康管理に関する事業 10,674,133 円
定期健康診断、健康管理に関する相談の実施など

被服の貸与 1,470,017 円
作業服などを必要に応じて貸与

公務災害の発生状況 9 件

８　公平委員会の業務の状況（平成 30年度）
（１）勤務条件に関する措置の要求　　該当なし
（２）不利益処分に関する審査請求　　該当なし

９　公益通報制度の運営状況（平成 30年度）
該当なし （注）市職員の職務に係る法令などの違反について、職員など（市から事務または事業

の委託を受けたものなどを含む）からの通報や相談を受け付ける制度

採用者数 退職者数
年度当初採用 中途採用

計
中途退職

年度末 転出 計
新規 転入 任期付 採用数 うち任期付 退職数 うち任期付

一般 育休代替 一般 育休代替 一般 育休代替
33 9 0 4 17 3 13 63 14 0 8 30 12 56

10　退職職員の再就職状況（平成 30年度）
平成 30 年度に退職した課長級以上の職員のうち、営利企業等への再就職の届出があったもの

部局 市長部局等 教育委員会 上下水道部
人数 0 5 0

（人）
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●非常持ち出し品の例
■ 飲料水（１人 500㎖のペットボトル３本以上）
■ 食料（調理せず食べられるもの）
■ 貴重品（現金・預貯金通帳・健康保険証 など）
■ 応急医薬品類（常服薬・常備薬・ばんそうこう など）
■ かかりつけ医療機関などを書いたメモ・お薬手帳 など
■ 日常生活用具（筆記用具・眼鏡・入れ歯・ 粉ミルク・
　 紙おむつ・生理用品 など）
■ 衣類、手袋、タオル、ティッシュ
■ ヘルメット・防災頭巾 など
■ 携帯ラジオ（手動充電が可能なもの）
■ 携帯電話（充電器・予備バッテリー含む）
■ 懐中電灯、マッチ・ライター
■ 雨具、運動靴

非常持ち出し品の準備を

●各家庭での備蓄物品の例
■ 飲料水（１人１日３ℓ・３日分）
■ 食料（調理不要な缶詰、レトルト食品など、非常食３日
　 ～１週間分以上）
●ローリングストックで
　　　　　　　　　　上手に備蓄

在宅避難に備えて備蓄を

備
え
る

買
い
足
す

消
費
す
る

◎【災害用伝言板】　モバイルサイトで安否確認
　被災地での安否情報と100文字までの文字メッセージを登録すること
ができます。また、登録された安否情報は、他社の携帯電話やスマートフォ
ン、パソコンからも確認可能です。各携帯電話会社のホームページなど
をご確認ください。

災害時の安否確認方法を確認

伝言を残す（録音） 伝言を聞く（再生）

「９」を押す
（プッシュ式の場合）

「録音」する
〈30秒以内〉 「再生」が始まる

「１」を押す
（プッシュ式の場合）

「１」を押す
（プッシュ式の場合）

自宅や携帯電話などの
電話番号を入力する
（×××）××× - ××××

伝言を聞きたい
電話番号を入力する
（×××）××× - ××××

「１」を押す 「２」を押す

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼ ▼

▼

　災害時に電話がつながりにくいときに、家族や知人との間で、連絡な
どをスムーズに行うためのサービスです。
◎【災害用伝言ダイヤル（171）】　電話を使って安否確認
　災害時に、電話番号宛てに安否情報（伝言）を音声で録音（登録）し、
全国からその音声を再生（確認）することができます。

●災害用伝言サービス

※毎月１日・15日
などに体験利用が
できます 　普段から使っている日用品や日持

ちする食べ物を少し多めにそろえ、
使った分だけ買い足していくという
方法なら、備蓄を無理なく続けること
ができます。災害時に当面の生活をす
ることが可能です。

「１７１」にダイヤルする

被害内容 件  数
停電 2万 4000 軒
倒木 416 件
道路破損 1件

家屋被害
（非住家含む）

大規模半壊   　　１件
　半壊　　19件
一部損壊　1088件

●台風第15号　
▶期間降水量　    137mm
（9月8日 10:00 ～ 9日 24:00）
▶最大瞬間風速　33.9 ｍ /s

被害内容 件  数

停電 1900 軒

倒木 26件

家屋被害 一部損壊   　25 件

●台風第19号　
▶期間降水量　    156mm
（10月10日 0:00 ～ 13日24:00）
▶最大瞬間風速　31.1 ｍ /s

被害内容 件  数
土砂崩れ 120 件
道路冠水 61件
道路破損等 78件

家屋被害
（非住家含む）

全壊         　2 件
大規模半壊   1 件
半壊              6 件
一部損壊　58 件

● 10月25日の大雨
▶期間降水量　　  248mm

（10月25日0:00 ～ 24:00）

▶時間最大雨量　    54mm

11 月 19日時点（着金ベース）

災害 農業被害額 公園・緑地被害件数 災害ごみ量
第 15号 6億 1千万円 174 件 339 トン
第 19号 - 22 件 258 トン
10/25 大雨 4千万円 7件 60トン

合計 6億 5千万円 203 件 657 トン

●そのほか被害状況

台風第15号、台風第19号、10月25日の大雨の被害状況

※各災害の被害件数な
どは、11月30日時点
の情報です

　

大
き
な
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
令
和
元
年
の
佐
倉
市
。

被
害
状
況
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か
ら
家
庭

で
で
き
る
防
災
対
策
を
再
度
見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

危
機
管
理
室
☎（
４
８
４
）６
１
３
１

11 月 30 日時点◆寄附金

◆ボランティア

　市内外より、多くの企業や団体・個人のかたから、さまざまな
ご支援をいただきました。改めて、市の復旧・復興にご支援をい
ただいた皆さまに心よりお礼申し上げます。

市
内
の
災
害
記
録

台
風
第
15
号
、
台
風
第
19
号
、
10
月
25
日
の
大
雨

ー
◆物資など
経済産業省、国土交通省、総務省、千葉県、佐倉市社会福祉協議会、
野田市、（※）あやめサミット（山梨県南アルプス市）
東京ガス㈱、大塚製薬㈱、KDDI ㈱、佐倉ライオンズクラブ、ファ
イバーテック㈱、NTT 東日本、㈱五十嵐商会、ミドリ安全㈱、
㈲店舗システム、群馬県建設業協会、㈱広域高速ネット二九六、
スイス通信システム㈱、ベーカリーバンブー、D' ステーション
佐倉店、コアフレックス三栄㈱、アイテックコーポレーション

※行政機関、団体のみ（敬称略・順不同）

　インターネットを経
由するなど、全国のか
たがたからブルーシー
トを寄付して頂けたた
め、住宅被害を受けた
皆さまへ配布すること
ができました。

◆寄付して頂いたブルーシートの配布を行いました

（※）佐倉市は平成 25年より同サミットに加盟

多くの皆さまにボランティアとして、ご活躍いただきました。
活動内容　屋根補修、雨漏り・壁の修理、泥のかきだし、家財
　　　　　の 片付け、家屋内の清掃、被災農家支援など
活動人数　510 人　　対応件数　79 件（11月13日現在）

　台風第15号、10月25日の大雨の被害を受け、ふるさと納税によ
るご支援を受け付けるため、緊急災害支援フォームを開設しました。
（15号：9月13日～10月31日、10/25の大雨：10月28日～継続中）
●台風第15号　　  　 件数　217 件　　金額　259 万 1484 円
●10月25日の大雨　　 件数　238 件　　金額　682 万 9251 円

そのほか多くの皆さまから支援・申し出を頂きました

皆様から多大なるご支援を頂きました

防災行政無線の放送が聞き取れなかった場合に、電話で放送内容を確認できます。 
佐倉市防災行政無線テレフォンサービス☎ 0120-711-508（フリーダイヤル）

佐倉市の災害・緊急情報等を発信
http://twitter.com/bousai_sakura

※災害ごみで 10月12日以降に収集したごみは第19号に集計

日本自治体労働組合総連合千葉県本部、ユーカリが丘商店連合会、
千葉おかみさん会、連合千葉成田・佐倉地域協議会、全国友の会、
佐倉ゆうゆうの里、佐倉ゆうゆうの里・職員一同、東日本建設業保
証株式会社千葉支店

【寄附をいただいた企業・団体】

冠水した道路の排水を行う消防団
（国道 296 号 鷹匠橋～鹿島橋 10月26日撮影）
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佐倉市広報番組 Weekly さくらでも「2019年 今年はこんなことがありました」を放送します。（12月 23日㈪～ 31 日㈫）

新
た
な
年
を
迎
え
る
前
に
佐
倉
市
の
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う

佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

C

コO-L
ラ

ボ
A
BO
 S

サ

ク

ラ

A
K
U
RA

（
佐
倉
市
ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
）

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス

　

９
月
８
日
か
ら
９
日
未
明
に
か
け

て
、
千
葉
県
に
上
陸
し
た
台
風
第
15

号
。
県
内
各
地
で
記
録
的
な
暴
風
と

な
り
、
佐
倉
市
で
も
、
最
大
瞬
間
風

速
が
観
測
史
上
最
高
の
33
・
９　

を

記
録
し
ま
し
た
。
倒
木
な
ど
で
道
が

ふ
さ
が
り
、
長
期
に
お
よ
ぶ
停
電
も

発
生
、
ま
た
暴
風
と
大
雨
に
よ
る
建

物
被
害
や
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
倒
壊

な
ど
の
農
業
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

　

続
く
10
月
12
日
に
上
陸
し
た
台
風

第
19
号
で
は
、
市
に
お
い
て
、
上
陸

前
に
、
災
害
対
策
本
部
の
設
置
や
避

難
所
の
開
設
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
「
避

難
勧
告
」
の
発
令
な
ど
の
対
応
を
行

い
ま
し
た
。

　

10
月
25
日
の
大
雨
で
は
、
12
時
間
で

総
雨
量
２
４
８
㎜
を
記
録
し
、高
崎
川
、

鹿
島
川
の
氾
濫
に
よ
る
、
家
屋
へ
の
浸

水
被
害
や
道
路
冠
水
が
発
生
し
ま
し

た
。
ま
た
各
所
で
土
砂
災
害
に
よ
る
家

屋
被
害
や
道
路
被
害
、
通
行
止
め
も
発

生
し
、
大
き
な
爪
痕
を
残
し
ま
し
た
。

　

全
国
で
市
民
憲
章
の
理
念
に
基
づ

い
た
ま
ち
づ
く
り
運
動
に
取
り
組
む

団
体
で
構
成
さ
れ
て
い
る
「
全
国
市

民
憲
章
運
動
連
絡
協
議
会
」
が
主
催

す
る
全
国
大
会
が
、
佐
倉
市
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
会
場
で
は
、
全
国
各
地
か
ら

集
っ
た
参
加
者
に
対
し
、
佐
倉
市
民

憲
章
推
進
協
議
会
構
成
団
体
に
よ
る

活
動
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
、
千
葉
県
無
形
文
化
財
指

定
「
立
身
流
」
の
演
武
や
、
有
森
裕

子
さ
ん
に
よ
る
記
念
講
演
、
染
井
野

小
学
校
合
唱
部
に
よ
る
合
唱
が
行
わ

れ
ま
し
た
。（
10
月
19
日
）

台
風
第
15
号
・
19
号
、
10
月
25
日
の
大
雨

市
民
憲
章
運
動
推
進

第
54
回
全
国
大
会
佐
倉
大
会
を
開
催

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス 

本
格
運
行
開
始

　

交
通
空
白
地
域
の
移
動
手
段
を
確
保
す
る
た

め
、
平
成
30
年
１
月
よ
り
試
験
運
行
を
し
て
い

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
、
本
格
運
行
へ
移
行

し
ま
し
た
。
本
格
運
行
の
開
始
に
併
せ
、
運
転

免
許
自
主
返
納
者
割
引
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。
南
部
地
域
ル
ー
ト
で
は
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
佐
倉
神
門
店
の
ご
協
力
に
よ
り
、
店
内
の
休

憩
ス
ペ
ー
ス
を
利
用
者
の
待
合
施
設
と
し
て
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
１
月
16
日
）

統
一
地
方
選
挙　

西
田
市
政
ス
タ
ー
ト

　

統
一
地
方
選
挙
で
、
佐
倉
市
長
選
挙
お
よ
び
佐

倉
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
４
月

21
日
）　

市
議
会
議
員
28
人（
現
職
16
人
・
新
人

12
人
）
が
選
出
さ
れ
る
と
も
に
、
西
田
三
十
五

市
長
の
市
政
運
営
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
佐
倉
市
長
選
挙

　
　

投
票
者
数　

７
万
２
９
１
人

　
　

投
票
率　

48
・
０
７
％

●
佐
倉
市
議
会
議
員
選
挙

　
　

投
票
者
数　

７
万
２
８
７
人

　
　

投
票
率　

48
・
０
７
％

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

向
け
た
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
追
加
登
録

　

２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
開
催
に
向
け
、
ス
ポ
ー
ツ

立
国
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
推
進
、
地
域
の
活
性

化
、
観
光
振
興
な
ど
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
参

加
国
・
地
域
と
の
人
的
・
経
済
的
・
文
化
的
な

相
互
交
流
を
図
る
自
治
体
を「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
は
、
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
（
平
成
28
年
12
月
９
日
登
録
）
に

加
え
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ボ
ツ
ワ
ナ
、
ペ
ル
ー
の
ホ

ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

（
４
月
26
日
）

　

佐
倉
親
善
大
使
で
漫
画
家

の
モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
氏
が

４
月
11
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。

　

佐
倉
市
市
民
栄
誉
賞
受
賞

者
の
小
出
義
雄
氏
が
４
月
24

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
氏
、
小
出
義
雄
氏 

ご
逝
去

⬆ 強風で倒された樹木（佐倉城址公園） 

⬇ 大雨で冠水した道路の排水作業

　

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
コ
ワ
ー

キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の
機
能
を
備

え
た
、
佐
倉
市
ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ

ス
プ
レ
イ
ス
「C

コO-L

ラ

ボ

A
BO
 

S

サ

ク

ラ

A
K
U
RA

」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

元
気
な
高
齢
者
や
子
育
て
世

代
の
女
性
、
ま
た
起
業
・
創
業

を
希
望
す
る
か
た
な
ど
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
柔
軟
に
働
く
こ
と
の
で
き
る

共
同
オ
フ
ィ
ス
と
し
て
の
機
能

を
備
え
る
施
設
で
す
。

（
４
月
１
日
・
写
真
左
）

　

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
に
、
都
市
と

農
村
の
交
流
を
目
的
と
し
た
宿

泊
施
設
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
が

開
設
し
ま
し
た
。
市
内
外
の
か

た
問
わ
ず
、
家
族
や
グ
ル
ー
プ

で
草
ぶ
え
の
丘
を
楽
し
ん
だ
後
、

そ
の
ま
ま
宿
泊
で
き
、
近
隣
の

畑
で
栽
培
・
収
穫
体
験
し
た
野

菜
も
調
理
で
き
る
施
設
で
す
。

（
５
月
１
日
・
写
真
右
上
）

佐
倉
の
で
き
ご
と

２
０
１
９

施設開設

京
成
佐
倉
駅
北
口
に
あ
る
ミ

レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

の
１
階
に
、「
佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　

佐
倉
市
に
本
籍
が
あ
れ
ば
、

必
要
書
類
の
ひ
と
つ
で
あ
る
戸

籍
謄
本
・
抄
本
が
同
じ
施
設
内

で
取
得
で
き
る
ほ
か
（
月
曜
を

除
く
）、
第
２
・
第
４
日
曜
日
で

も
、
パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

（
１
月
４
日
・
写
真
右
下
）

ｍｓ／
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国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で
は
、

総
合
展
示
第
１
展
示
室
「
先
史
・

古
代
」
の
展
示
を
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
約
三

千
五
百
年
さ
か
の
ぼ
っ
た
土
器

の
出
現
、
約
五
百
年
さ
か
の
ぼ
っ

た
水
田
稲
作
の
は
じ
ま
り
な
ど
、

開
館
当
時
に
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
調
査
結
果
を
ふ

ま
え
た
新
し
い
歴
史
展
示
が
始

ま
り
ま
し
た
。（
３
月
19
日
）

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

先
史
・
古
代 

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

夏
の
夜
空
に
２
万
発
の
花
火

　

佐
倉
花
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９

　

昨
年
よ
り
総
打
ち
上
げ
数

が
２
千
発
増
え
、
２
万
発
も

の
花
火
が
夜
空
を
彩
り
ま
し

た
。
関
東
で
は
珍
し
い
手
筒

花
火
か
ら
始
ま
り
、
大
好
評

の
「
ビ
ッ
グ 

プ
レ
ミ
ア
ム 

ス
タ
ー
マ
イ
ン
」
で
は
、
お

よ
そ
10
分
間
で
８
千
発
が
打

ち
上
げ
ら
れ
、
観
客
か
ら
は

大
歓
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し

た
。（
８
月
３
日
）

　

新
町
通
り
を
中
心
に
、
江

戸
時
代
の
に
ぎ
や
か
な
ま
ち

の
様
子
を
再
現
す
る
「
佐
倉

〝
江
戸
〞
時
代
ま
つ
り
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

時
代
衣
装
を
身
に
ま
と
っ
た

１
０
０
人
を
超
え
る
人
々

が
、
新
町
通
り
を
練
り
歩
く

時
代
行
列
や
捕
物
寸
劇
、
大

道
芸
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し

た
。（
11
月
17
日
）

江
戸
時
代
の
佐
倉
を
体
感
！

　

佐
倉
〝
江
戸
〞
時
代
ま
つ
り

　

国
の
文
化
審
議
会
が
、
同
審
議

会
文
化
財
分
科
会
の
審
議
・
議
決

を
経
て
、
文
部
科
学
大
臣
に
対
し

登
録
文
化
財
（
建
造
物
）
と
し
て

登
録
す
る
よ
う
答
申
し
て
い
た
新

町
通
り
沿
い
に
あ
る
「
旧
今
井
家

住
宅
」
３
件
（
主
屋
・
座
敷
棟
・

土
蔵
）
が
、
12
月
５
日
の
官
報
告

示
を
経
て
正
式
に
登
録
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
登
録
に
よ
り
、
市
内
の

国
登
録
有
形
文
化
財
は
、
県
立
佐

倉
高
等
学
校
記
念
館
、
旧
平
井
家

住
宅
、
旧
武
居
家
住
宅
に
続
く
４

例
目
と
な
り
ま
し
た
。（
12
月
５
日
）

旧
今
井
家
住
宅

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
お
よ
び

公
立
幼
稚
園
（
小
学
校
23
校
、
中

学
校
11
校
、
幼
稚
園
３
園
）
の
普

通
教
室
な
ど
に
エ
ア
コ
ン
を
整
備

し
、
９
月
当
初
か
ら
運
転
を
開
始

し
ま
し
た
。毎
年
気
温
が
上
昇
し
、

猛
暑
な
ど
暑
い
日
が
続
い
て
い
る

た
め
、
エ
ア
コ
ン
を
整
備
し
た
こ

と
に
よ
り
、
児
童
・
生
徒
お
よ
び

園
児
の
健
康
面
の
配
慮
や
学
習
環

境
の
向
上
が
図
ら
れ
ま
す
。

（
９
月
１
日
）

市
内
小
中
学
校
お
よ
び

公
立
幼
稚
園
の
エ
ア
コ
ン
整
備

自
転
車
で
巡
る 

佐
倉
の
旅

　

佐
倉
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ
開
催

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
千
葉
支
社
が

運
行
す
る
「B.B.BA

SE

」

の
臨
時
列
車
が
佐
倉
に
停
車

し
ま
し
た
。
自
転
車
を
解
体

せ
ず
に
車
内
に
搭
載
で
き
る

列
車
で
、
多
く
の
サ
イ
ク
リ

ス
ト
が
佐
倉
を
来
訪
。
自
然

豊
か
な
印
旛
沼
周
辺
を
自
転

車
で
巡
り
ま
し
た
。
佐
倉
ふ

る
さ
と
広
場
で
は
、
波
打
つ

コ
ー
ス
「
パ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
」

を
楽
し
ん
だ
り
、
各
種
自
転

車
の
試
乗
会
に
参
加
し
た
り

と
、
思
い
思
い
に
自
転
車
の

祭
典
を
満
喫
し
て
い
ま
し

た
。（
１
月
26
日
・
27
日
）

佐
倉
ゆ
か
り
の
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍

国
内
外
の
大
会
に
お
い
て
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
ま
し
た

□ 

佐
藤 

優ゆ

か香 

選
手（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
）

　

韓
国
で
行
わ
れ
た
A
S
T
C
ア
ジ
ア
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
ミ
ッ
ク
ス
リ
レ
ー
選
手
権

（
６
月
）で
、佐
藤
優
香
選
手（
ト
ー
シ
ン
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
、
N
T
T
東
日
本
・
N
T
T
西

日
本
、
チ
ー
ム
ケ
ン
ズ
所
属
）
が
日
本
チ
ー

ム
と
し
て
出
場
し
、
優
勝
し
ま
し
た
。

□ 

福
島 

章あ
や 

選
手
（
馬
術
）

□ 

福
島 

大
輔 

選
手
（
馬
術
）

　

第
74
回
国
民
体
育
大
会
（
い
き
い
き
茨

城
ゆ
め
国
体
・
９
月
）
で
、
福
島
章
選
手

（
S
T
A
R 

H
O
R
S
E
S
所
属
）
が
成

年
女
子
ダ
ー
ビ
ー
競
技
で
優
勝
し
ま
し
た
。

　

オ
ラ
ン
ダ
で
行
わ
れ
た
国
際
障
害
馬
術

競
技
会
（
６
月
）
で
、
福
島
大
輔
選
手

（
S
T
A
R 

H
O
R
S
E
S
所
属
）
が
グ

ラ
ン
プ
リ
競
技
で
優
勝
し
ま
し
た
。

□ 

和
久 

夢み

ら

い来 

選
手（
マ
ラ
ソ
ン
）

　

北
海
道
マ
ラ
ソ
ン
2
0
1
9（
８
月
）で
、

和
久
夢
来
選
手
（
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ン
メ
ン
ト
所
属
）
が
、
フ
ル
マ
ラ
ソ

ン
女
子
で
優
勝
し
ま
し
た
。

□ 

藤
井 

南な

ほ帆 

選
手
（
カ
ヌ
ー
）

　

2
0
1
9
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
ジ
ャ
パ

ン
カ
ッ
プ
・
キ
ョ
ク
ヨ
ー
シ
リ
ー
ズ
第
５
戦

福
島
大
会
（
７
月
）
で
、藤
井
南
帆
選
手
（
佐

倉
カ
ヌ
ー
協
会
所
属
）
が
、優
勝
し
ま
し
た
。

□ 

木
下 

将
希 

選
手
（
ダ
ン
ス
）

　

J
O
C
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ

プ
第
39
回
三
笠
宮
杯
全
日
本
ダ
ン
ス
ス

ポ
ー
ツ
選
手
権
ジ
ュ
ニ
ア
（
11
月
）
で
、
木

下
将
希
選
手
（
臼
井
中
学
校
、
ブ
ル
ボ
ン

D
S
T
所
属
）
が
、
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
部
門

で
優
勝
し
ま
し
た
。（
写
真
右
）

□ 

片
岡 

雷ら
い

斗と 

選
手
（
ボ
ク
シ
ン
グ
）

□ 

安
部 
遥 
選
手
（
陸
上
）

　

第
６
回
全
日
本
U
J
ボ
ク
シ
ン
グ
王
座

決
定
戦
（
８
月
）
で
、
片
岡
雷
斗
選
手
（
臼

井
中
学
校
）
が
、
中
学
生
男
子
の
部
36
㎏ 

級
で
、
優
勝
し
ま
し
た
。

　

第
30
回
日
本
パ
ラ
陸
上
競
技
選
手
権
大

会
（
６
月
）
で
、
安
部
遥
選
手
（
筑
波
大

学
附
属
視
覚
特
別
支
援
学
校
）
が
、
女
子

１
５
０
０
ｍ
で
、
優
勝
し
ま
し
た
。

Ⓒ 2019 北海道マラソン事務局

１
月
４
日　
「
佐
倉
市
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー

佐
倉
内
に
開
設

１
月
13
日
・
14
日　
「
２
０
１
９
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
メ
ン
ズ
オ
ー
プ

ン
」
が
市
民
体
育
館
で
開
催

１
月
16
日　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
本
格
運
行
が
ス
タ
ー
ト

１
月
26
日
・
27
日　
「
臨
時
列
車B.B.BA

SE

佐
倉
（
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン
：

自
転
車
を
解
体
せ
ず
に
乗
車
可
）」
が
運
行
。「
佐
倉
サ
イ
ク
ル

フ
ェ
ス
タ
」
を
同
時
開
催

２
月
２
日
・
３
日　

ア
メ
リ
カ
陸
上
競
技
連
盟
の
コ
ー
チ
２
人
を
講
師
と

し
て
招
き
、
市
内
の
小
学
５
・
６
年
生
と
中
学
生
を
対
象
と
し
た

陸
上
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
催

２
月
18
日　
「
災
害
時
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
、
市
内

小
中
学
校
給
食
業
務
受
託
業
者
（
５
社
）
と
締
結

３
月
19
日　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館 

先
史
・
古
代
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

３
月
24
日　
「
佐
倉
朝
日
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」 

日
本
陸
上
競
技
連
盟
公
認

大
会（
フ
ル
）・
公
認
コ
ー
ス（
10
㎞
）と
し
て
開
催

３
月
30
日
〜
４
月
21
日　

関
東
最
大
級
１
０
０
種
・
72
万
本
の
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
が
咲
き
誇
る
、「
佐
倉
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

４
月
１
日　

佐
倉
市
ス
マ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
プ
レ
イ
ス
「C

O
-LA
BO
 

SA
K
U
RA

（
コ
ラ
ボ
サ
ク
ラ
）」
を
開
設

４
月
11
日　

佐
倉
親
善
大
使 

モ
ン
キ
ー
・
パ
ン
チ
氏
ご
逝
去

４
月
21
日　

佐
倉
市
長
選
挙
・
佐
倉
市
議
会
議
員
選
挙

４
月
24
日　

佐
倉
市
市
民
栄
誉
賞
受
賞
者 

小
出
義
雄
氏
ご
逝
去

４
月
27
日　

西
田
市
政
ス
タ
ー
ト

５
月
１
日　

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
に
、
宿
泊
施
設
「
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
」
が
オ
ー

プ
ン

８
月
３
日　
「
佐
倉
花
火
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」で
、２
万
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ

８
月
９
日　

千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
と
の
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
シ
テ
ィ
協

定
に
係
る
連
携
事
業
と
し
て
、
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
Ｏ
Ｂ

に
よ
る
野
球
教
室
を
佐
倉
中
学
校
で
開
催

８
月
31
日　

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で
、
大
型
野
外
音
楽
フ
ェ
ス
「
く
さ
の
ね

フ
ェ
ス
」
開
催

９
月
１
日　

市
内
全
て
の
小
中
学
校
お
よ
び
公
立
幼
稚
園
の
普
通
教
室
な

ど
に
、
エ
ア
コ
ン
を
整
備
（
９
月
当
初
か
ら
運
転
開
始
）

９
月
１
日　

長
嶋
茂
雄
記
念
岩
名
球
場
で
、
プ
ロ
野
球
イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー

グ
公
式
戦
（
千
葉
ロ
ッ
テ
マ
リ
ー
ン
ズ
vs
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
）

を
開
催

９
月
９
日　

台
風
第
15
号
、
10
月
12
日
台
風
第
19
号
、
10
月
25
日
大
雨
に

よ
り
、
市
内
各
所
で
被
害

10
月
11
日
〜
13
日　
「
佐
倉
の
秋
祭
り
」が
台
風
の
影
響
に
よ
り
３
日
間
中
止

10
月
19
日　
「
市
民
憲
章
運
動
推
進
第
54
回
全
国
大
会
佐
倉
大
会
」
を
市
民

音
楽
ホ
ー
ル
で
開
催

11
月
９
日　
「
長
嶋
茂
雄
少
年
野
球
教
室
」
が
、
台
風
及
び
大
雨
の
影
響
に

よ
り
延
期

11
月
17
日　
「
佐
倉〝
江
戸
〞
時
代
ま
つ
り
」を
開
催

11
月
29
日　

中
外
製
薬
株
式
会
社
と
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、「
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
」
を
締
結

12
月
５
日　

旧
今
井
家
住
宅
が
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

主
な
市
の
動
き
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―
地
域
人
権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
―

さ
く
ら
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ト
ー
ク
２
０
２
０ 

〜
人
権
の
世
紀
を
生
き
る
〝
あ
な
た
〞
に
送
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

令
和
２
年
２
月
８
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
35
分

場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル　

要
申
し
込
み
・
無
料

講師　鈴木 明子

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

愛
知
県
豊
橋
市

出
身
。
６
歳
か
ら
ス
ケ
ー
ト
を
始

め
、
体
調
を
崩
し
て
ス
ケ
ー
ト
を

離
れ
た
時
期
も
あ
っ
た
が
、
２
０

０
４
年
に
見
事
復
帰
。
２
０
１
０

年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
８
位
に
入
賞
し
、
多
く
の
感
動

を
生
ん
だ
。
ソ
チ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

で
は
２
大
会
連
続
と
な
る
８
位
入

賞
。 

現
在
は
、
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ

ア
ス
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
ア
イ
ス

シ
ョ
ー
出
演
を
軸
に
、
テ
レ
ビ
出

演
や
全
国
各
地
で
の
講
演
活
動
を

精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。
ま
た
２

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

▼
第
１
部　

小
学
生
人
権
標
語
コ

ン
テ
ス
ト
最
優
秀
・
優
秀
作
品
発
表

▼
第
２
部　

人
権
啓
発
講
演
会

０
１
５
年
か
ら
は
、
念
願
の
振
付

師
と
し
て
、
キ
ャ
リ
ア
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

講
演
内
容　

大
学
時
代
に
摂
食
障

害
に
な
り
、
苦
悩
の
日
々
を
送
り

な
が
ら
も
諦
め
ず
、
自
分
の
夢
を

信
じ
続
け
て
、
世
界
で
戦
え
る
心

と
体
を
再
び
手
に
入
れ
た
。「
強

い
自
分
も
弱
い
自
分
も
素
直
に
受

け
入
れ
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
少
し
ず

つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
こ
と
の
大
切

さ
」
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

定
員　

５
０
０
人（
先
着
順
） 

※
託
児
あ
り（
要
申
し
込
み
・
１

月
31
日
㈮
締
め
切
り
）

※
手
話
・
要
約
筆
記
通
訳
あ
り

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

電
話
、フ
ァ
ク
ス
、「
ち

ば
電
子
申
請
サ
ー
ビ

ス
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
郵
送
で
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
、人
数
を
記
入
し
、
〒
285

―

８
５
０
１ 
市
役
所
自
治
人
権
推

進
課
☎（
４
８
４
）
１
９
４
８
、

℻（
４
８
４
）１
６
７
７
へ

鈴
木 

明
子
さ
ん 

　
　
「
ひ
と
つ
ひ
と
つ
。
少
し
ず
つ
。

　
　
　
　
　
　

〜
自
分
ら
し
く
前
へ
進
む
〜
」

人
権
啓
発
講
演
会
プ
ロ
フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
タ
ー

元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
日
本
代
表

　

こ
の
た
び
、
佐
倉
市
民
花
火
大
会
実
行
委
員
会

に
お
い
て
、
令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）
８
月
に

開
催
を
予
定
し
て
い
た
「
第
60
回
佐
倉
市
民
花
火

大
会
」
の
翌
年
へ
の
開
催
延
期
を
決
定
い
た
し
ま

し
た
。

　

毎
年
、
花
火
大
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
だ
い

て
い
る
市
民
の
か
た
が
た
に
は
、
大
変
残
念
な
お

知
ら
せ
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、「
東
京
２
０

２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開

催
に
伴
い
、
警
備
員
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
こ
と

な
ど
、
ご
来
場
の
皆
さ
ま
の
安
全
面
を
最
優
先
と

す
る
運
営
体
制
の
構
築
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
実

行
委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
苦
渋
の
決
断
を
す

る
こ
と
に
至
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
の
開
催
は
延
期
し
ま
す
が
、
令
和
３
年

（
２
０
２
１
年
）
８
月
に
開
催
を
予
定
す
る
「
第

60
回
佐
倉
市
民
花
火
大
会
」
は
節
目
の
記
念
大
会

で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
記
念
大
会
を
盛
大
に
開
催

す
る
た
め
、
次
年
度
も
継
続
し
て
準
備
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
理
解
と
ご
協
力

の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

佐
倉
市
民
花
火
大
会
実
行
委
員
会　

会
長　

西
田　

三
十
五

問
い
合
わ
せ

▼
産
業
振
興
課　
　

☎
（
４
８
４
）
６
１
４
６

▼
佐
倉
市
観
光
協
会
☎
（
４
８
６
）
６
０
０
０

▼
佐
倉
商
工
会
議
所
☎
（
４
８
６
）２
３
３
１

◆
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
２
０

２
０ 

ウ
ィ
ー
ン
・
シ
ェ
ー
ン
ブ
ル

ン
宮
殿
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

令
和
２
年
1
月
12
日
㈰
午
後
2
時
開
演

A
５
９
０
０
円　

B
５
５
０
０
円

（
残
席
僅
少
）　

学
生
４
５
０
０
円

指
揮
：
ヴ
ィ
ニ
シ
ウ
ス
・
カ
タ
ー

〒 285－ 0837 佐倉市王子台 1－ 16☎（461）6221
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/
休館日　第２・４月曜日（祝日の場合は、その翌日）
※曲目などは変更となる場合があります

【曲目】映画『アナと雪の女王』より
「レット・イット・ゴー」ほか

全席指定500 円

市民音楽ホール主催公演のチケットは、ホームページからも予約できます。
http://www.city.sakura.lg.jp/sakura/ongaku-hall/ 

第
60
回
佐
倉
市
民
花
火
大
会
の
開
催
延
期
に
つ
い
て

★
こ
ど
も
ク
リ
ス
マ
ス
映
画
上
映
会　

●
午
前
10
時
〜『
世
界
名
作
劇
場
・
完
結
編 

フ
ラ
ン
ダ
ー
ス
の
犬
』（
２
０
０
９
年
）

●
午
後
２
時
〜
『
皇
帝
ペ
ン
ギ
ン 

た
だ
い
ま
（
吹
き
替
え
版
）』（
２
０
１
７
年
）

★「
ス
ワ
ッ
グ
」ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

費 

１
５
０
０
円

●
午
後
１
時
30
分
〜 

●
午
後
２
時
〜

★
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ「
ド
ッ
チ
ャ
」体
験
会　

●
随
時

★『BO
O
K
S  FO

R  SO
M
EO
N
E

』 （
提
供
期
間 

12
月
24
日
㈫
ま
で
）

　

誰
か
に
贈
り
た
い
本
を
ラ
ッ
ピ
ン
グ
し
て
ご
提
供
く
だ
さ
い
。
志
津
図
書

館
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
ジ
を
５
冊
ご
と
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

日 

12
月
24
日
㈫
午
前
10
時
〜
午
後
４
時 

場 

西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル 

定 

▼
映
画
１
０
０
人
（
申
し
込
み
不
要
・
先
着
順
）
▼
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
各

回
10
人
（
要
申
し
込
み
・
先
着
順
）  

問 

志
津
図
書
館
☎（
４
８
８
）０
９
０
６

西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
志
津
図
書
館

  「
ク
リ
ス
マ
ス
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９
」
開
催
！

●
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技（
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
・
ボ
ッ
チ
ャ
・
車
い
す
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）
を
体
験
し
ま
せ

ん
か
？

日 

令
和
２
年
１
月
11
日

㈯
午
前
10
時
〜
正
午（
受

付 

午
前
９
時
30
分
〜
）

要
申
し
込
み
・
無
料

場 

市
民
体
育
館 

対 

市
内
在
住
の
小
学
生 

定 

１
０
０
人
（
先
着
順
） 

持 

運
動
で
き
る
服
装
、
上
履
き

〆 

12
月
20
日
㈮ 

申 

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
氏

名
・
年
齢
・
住
所
・
連
絡
先
・
保
護

者
氏
名
を
地
域
創
生
課
℻
（
４
８
６
）

８
７
２
０
、

 sakura-cam
p@

city.sakura.lg.jp 

問 

地
域
創
生
課

☎
（
４
８
４
）
６
２
７
１

●
２
０
１
９
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゴ
ー
ル

ボ
ー
ル
大
会
第
２
回
関
東
大
会
出
場
者

を
募
集
し
ま
す

　

初
心
者
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。

日 

令
和
２
年
１
月
12
日
㈰
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
４
時
45
分
（
予
定
）

要
申
し
込
み 

場 

市
民
体
育
館 

費 

１
人
５
０
０
円 

〆 

令
和
２
年
１
月
６
日
㈪ 

申 

問 

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
E
メ
ー
ル

で「
参
加
申
込
書
」（
日
本
ゴ
ー
ル
ボ
ー

ル
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

日
本
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
協
会
℻
０
３

（
６
２
２
９
）
５
４
２
０
、

 info_
japangoalball@

jgba.or.jp

へ 

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

問 

日
本
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
協
会

☎
０
３
（
６
２
２
９
）
５
４
４
３

２
０
２
０ 

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
に
挑
戦
！

就
学
前
の
お
子
さ
ん
も
大
歓
迎
！

ウォルフガング・シュ
ヴァイガー（バリトン）

ジェニファー・ラリー
（ソプラノ）

㈯ 12 21月 日 午後２時開演

◆
民
謡 

原
田
直
之
と日本

の
伝
統
芸
能

令
和
２
年
２
月
22
日
㈯
午
後
2
時
開
演

全
席
指
定　

２
５
０
０
円

出
演
：
原
田
直
之
、
舞
踊
集
団 

菊

の
会

【
演
目
】
ソ
ー
ラ
ン
節
、
津
軽
じ
ょ

ん
が
ら
節
、
祝
い
太
鼓
、
北
海
大
漁

節　

ほ
か

◎
少
年
少
女
ハ
ン
ド
ベ
ル
教
室

メ
ン
バ
ー
募
集

練
習
日
時　

土
曜
日

（
月
３
回
）
午
前
9

時
30
分
〜
11
時
30
分

練
習
場
所　

市
民
音
楽
ホ
ー
ル
、

臼
井
公
民
館

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

●
佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
バ
ラ
園
「
２
０
２
０
つ
る
バ
ラ
の
誘
引
講
習
会
」

日 

令
和
２
年
１
月
18
日
㈯
、
22
日
㈬
、
30
日
㈭
午
前
10
時
〜
午
後
零
時
30
分 

要
申
し
込
み 

※
雨
天
中
止 

費 
１
０
０
０
円
（
入
園
料
別
途
）

定 

10
人
（
先
着
順
） 

持 

剪
定
ば
さ
み
、
革
手
袋 

申 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、
希
望
日
、
氏
名
、
住
所
、

電
話
（
携
帯
電
話
）、
Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
フ
ァ
ク
ス
番
号
を
明
記
し
、

〒
285
│

０
０
０
３ 

飯
野
８
２
０ 

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
バ
ラ
園
、
℻
（
４
８
６
）

９
３
５
６
、   koushuukai@

kusabueroses.jp
へ 

※
屋
外
で
の
講
習
会
で
す
。
温
か
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い 

問 

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
バ
ラ
園 

☎（
４
８
６
）９
３
５
６

　

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
は
、
令
和
２
年

１
月
２
日
㈭
か
ら
オ
ー
プ
ン
し
ま

す
。
※
年
末
は
28
日
㈯
ま
で
開
園

【
１
月
２
日
・
３
日
の
催
し
】

※
◆
印
は
な
く
な
り
次
第
終
了

◆
甘
酒
の
無
料
提
供　

時 

午
前
10
時
30
分
〜

◆
焼
き
芋
実
演
即
売
会　

時 
午
前
11
時
〜 

費 

１
個
１
０
０
円

◆
お
雑
煮
の
販
売（
２
日
の
み
）

時 

午
前
11
時
〜

費 

１
杯
１
０
０
円　

●
折
り
紙
教
室
（
３
日
の
み
）

時 

❶
午
前
10
時
30
分
〜 
❷
午
後
１

《
利
用
案
内
》　

開
園
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
入
園
は
午
後
４
時
ま
で
）

※
３
月
中
旬
ま
で
は
月
曜
休
園

入
園
料　

大
人
４
１
０
円
、
小
・

中
学
生
１
０
０
円
、
未
就
学
児
無
料

※
１
月
２
日
㈭
、
３
日
㈮
は
無
料

問
い
合
わ
せ　

佐
倉
草
ぶ
え
の

丘
☎（
４
８
５
）
７
８
２
１

時
30
分
〜　

無
料　

定 

各
回
15
人
（
先
着

順
）

佐
倉
草
ぶ
え
の
丘
で
お
正
月
を
満
喫
し
よ
う

１
月
２
日
・
３
日
は
入
園
料
が
無
料
！
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ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
む
た
め
の

リ
ー
ス
や
鉢
植
え
、
ア
ン
テ
ィ
ー
ク

雑
貨
な
ど
が
並
び
ま
す
。

日 

12
月
22
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後

４
時
（
雨
天
決
行
・
荒
天
中
止
）

場 

市
民
の
森
芝
生
広
場 

旧
増
田
家

住
宅 

費 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
３

０
０
円
、
小
人
（
小
・
中
学
生
）
１

０
０
円
、
幼
児
無
料

問 

グ
リ
ー
ン
マ
ー
ケ
ッ
ト
事
務
局

greenm
arket.sakura@

gm
ail.

com

、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://

greenm
ark.exblog.jp/

●
佐
倉
産
そ
ば
の
収
穫
祭
と

農
産
物
販
売
会

日 

12
月
22
日
㈰
午
前
11
時
〜
午
後

２
時 

場 

志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー 

内 

そ
ば
打
ち
体
験（
要
予
約
・

有
料
）、そ
ば
（
も
り
・
か
け
）・
生

そ
ば
・
そ
ば
菓
子
の
販
売
、
佐
倉
産

農
産
物
や
福
祉
作
品
の
販
売

申 

問 

さ
く
ら
蕎
麦
の
会
・
石
村

☎（
４
６
２
）２
１
８
７

●
新
春
佐
倉
七
福
神
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

日 

令
和
２
年
１
月
４
日
㈯
午
前
10

時
〜
午
後
零
時
30
分
（
午
前
10
時
集

合
）
※
雨
天
決
行 

場 

お
は
や
し
館
前
集
合
（
新
町
） 

費 

２
０
０
円
（
保
険
料
）

※
個
人
で
の
御
朱
印
集
め
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い 

〆 

12
月
31
日
㈫ 

申 
問 
フ
ァ
ク
ス
で
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
佐
倉
七
福

神
ガ
イ
ド
の
会 
鎌
滝
☎
℻
０
４
７

６
（
９
８
）
１
８
４
５
へ

●
市
民
ス
キ
ー
参
加
者
募
集

日 

令
和
２
年
１
月
17
日
㈮
夜
出
発

〜
20
日
㈪
夜
帰
着 

場 

志
賀
高
原
ス
キ
ー
場（
長
野
県
） 

費 

３
万
４
５
０
０
円 

申 

問 

佐
倉
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
・
密
本
☎

０
９
０（
３
２
３
９
）８
６
１
６
、
東
門

口
☎
０
９
０（
３
０
４
９
）５
８
３
６

●
講
習
会

「
手
作
り
味
噌
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
」

日 

❶
令
和
２
年
１
月
25
日
㈯ 

❷
１

月
26
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
（
受
付 

午
後
１
時
15
分
〜
）
要

一
同
、
心
か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。
こ
こ
に
改
め
て
、
悲
惨
な

戦
禍
を
二
度
と
繰
り
返
す
こ
と
の

な
い
よ
う
、
平
和
の
尊
さ
、
命
の

大
切
さ
を
次
の
世
代
へ
受
け
継
い

で
い
く
こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
遺
族
代
表
の
こ
と
ば

を
述
べ
ま
し
た
。

　

多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
た
先

の
大
戦
が
終
結
し
74
年
の
年
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。

　

追
悼
式
で
は
、
過
去
を
振
り
返

り
、
そ
の
当
時
の
こ
と
を
思
い
、

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
と
も
に
、
恒
久
平
和
へ
の
誓
い

を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
戦
没
者
追
悼
式
に

合
わ
せ
て
、
忠
霊
塔
が
開
門
さ

れ
、
遺
族
や
市
民
の
か
た
が
た
が

訪
れ
、
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

※
忠
霊
塔
に
は
、
過
去
の
戦
争
に

よ
る
戦
没
者
の
遺
骨
・
遺
品
が
納

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
倉
市
遺
族

会
が
定
期
的
に
清
掃
を
実
施
し
、

８
月
15
日
と
佐
倉
市
戦
没
者
追
悼

式
の
日
に
開
門
し
ま
す

　

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
か
た
が
た
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
恒
久
平
和
を
祈
念
す
る
た

め
、
音
楽
ホ
ー
ル
で
佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

遺
族
や
市
民
の
か
た
な
ど
約
３
０
０
人
が
参
列
し
、
戦
没
者
の
霊
を
慰
め
ま
し
た
。（
11
月
30
日
）

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
４
８
４
）６
１
３
５

戦
没
者
の
皆
さ
ま
を
追
悼
し
、
平
和
へ
の
願
い
を
込
め
て
…

佐
倉
市
戦
没
者
追
悼
式
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

遺族代表のことばを述べる、佐倉市遺族会   渡貫会長（右）

佐倉小学校合唱部による献歌

　

式
典
で
は
西
田
市
長
が
主
催

者
を
代
表
し
て
、「
戦
争
を
知
ら

な
い
世
代
が
多
く
を
占
め
る
な

か
、
戦
争
の
悲
惨
さ
を
風
化
さ
せ

な
い
こ
と
が
、
私
た
ち
の
重
要
な

使
命
で
あ
り
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
機

会
を
通
じ
て
、「
佐
倉
市
平
和
行

政
の
基
本
に
関
す
る
条
例
」
の
精

神
で
あ
る
、
恒
久
平
和
の
実
現
に

努
め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
平
和

で
安
全
な
環
境
を
維
持
し
て
い
く

た
め
、　

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す

こ
と
を
お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
。」

と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
佐
倉
市
議
会
議
長
を
は

じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
方
々
か

ら
追
悼
の
こ
と
ば
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

黙
と
う
の
後
、
市
議
会
議
員
を

は
じ
め
、
来
賓
や
遺
族
の
か
た
な

ど
が
菊
の
花
を
献
花
台
に
捧
げ
、

戦
没
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、

佐
倉
小
学
校
合
唱
部
52
人
に
よ
る 

「
こ
の
時
代
に
」「
土
」
の
合
唱
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

佐
倉
市
遺
族
会
の
渡
貫
基
代
志

会
長
は
「
本
日
こ
こ
に
、
佐
倉
市

長
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
に

参
列
を
賜
り
、
令
和
元
年
度
佐
倉

市
戦
没
者
追
悼
式
が
挙
行
さ
れ
ま

し
た
こ
と
に
、
戦
没
者
遺
族
を
代

表
い
た
し
ま
し
て
、
一
言
ご
挨
拶

申
し
上
げ
ま
す
。

　

式
典
で
は
、
ご
来
賓
の
皆
様
方

か
ら
丁
重
な
る
追
悼
の
言
葉
を
賜

り
、
佐
倉
小
学
校
児
童
の
皆
様
方

に
は
、
素
晴
ら
し
い
歌
声
を
賜
り

ま
し
て
、
御
霊
は
も
と
よ
り
、
私

た
ち
遺
族
に
と
り
ま
し
て
も
、
無

上
の
慰
め
で
ご
ざ
い
ま
す
。
遺
族

合唱児童代表による献花

申
し
込
み 

場 

青
少
年
セ
ン
タ
ー 

費 

２
３
０
０
円
（
材
料
費
） 

対 

16

歳
以
上 

定 

各
日
24
人
（
先
着
順
）

申 

問 

岩
名
運
動
公
園
☎
（
４
８
３
）

０
１
３
１（
受
付
開
始 

❶
12
月
15
日
㈰
、

❷
12
月
16
日
㈪
と
も
に
午
後
１
時
〜
）

●
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
冬
季
大
会

日 

令
和
２
年
１
月
26
日
㈰
午
前
９

時
〜 

要
申
し
込
み 

場 

市
民
体
育
館 

種
目　

男
女
混
合
団
体
戦
（
男
子
、

女
子
、
混
合
の
３
ダ
ブ
ル
ス
） 

対 

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
在
ク

ラ
ブ
の
高
校
生
以
上
の
か
た
で
１

チ
ー
ム
６
〜
10
人
で
構
成 

※
中
学

生
の
参
加
は
１
チ
ー
ム
２
人
ま
で
可

費 

１
チ
ー
ム
６
０
０
０
円 

※
保
険

は
各
自
で
対
応 

〆 

１
月
15
日
㈬

申 

問 

市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://sakurabad9.

blog.fc2.com
/

）
で

●
小
出
義
雄
杯 

第
11
回
佐
倉
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
駅
伝
競
走
大
会　

日 

令
和
２
年
２
月
15
日
㈯
午
前
10

時
30
分
〜
（
受
付 

午
前
９
時
ま
で
） 

場 

岩
名
運
動
公
園
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
お
よ
び
陸
上
競
技
場
内

要
申
し
込
み 

費 

１
チ
ー
ム
１
０
０

０
円 

種
目　

小
学
生
、
中
学
生
、
高

校
生
、
一
般
（
混
成
も
可
）
の
男
子
の

部
、
女
子
の
部  

コ
ー
ス　

▼
小
学
生

４
区
間
（
１
区
間
0.9
㎞
）、
▼
中
学

生
〜
５
区
間
（
１
区
間
1.8
㎞
、
男
子

の
部
５
区
の
み
3.6
㎞
）
※
今
回
の
み

特
別
コ
ー
ス 

〆 

１
月
18
日
㈯
（
必
着
）

申 

問 

郵
送
で
参
加
種
目
、
チ
ー
ム

名
、
氏
名
（
選
手
と
区
間
・
補
欠
２

人
）、
監
督
名
、
住
所
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
〒
285
│

０
８
６
５
南
臼

井
台
21
│
４
佐
倉
陸
上
競
技
専
門
部
・

吉
原
☎
（
４
８
７
）
７
１
０
３
へ

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

日 

12
月
22
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分 

無
料
・
申
し
込
み
不
要

持 

動
き
や
す
い
服
装

●「
書
き
初
め
」
を
書
こ
う

日 

12
月
26
日
㈭
、
令

和
２
年
１
月
６
日
㈪
午

前
10
時
30
分
〜
正
午

要
申
し
込
み
・
無
料 

対 

小
学
３
年
生
〜 

定 

各
12
人（
先
着
順
） 

持 

習
字
道
具
・
お
手
本
・
書
道
用
紙
・

墨
汁  

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で

●
お
楽
し
み
会
！
外
で
思
い
っ
き
り

遊
ん
で
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
！

日 

12
月
27
日
㈮
午
後
１
時
〜
３
時 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

対 

小
学
生 

持 

動
き
や
す
い
服
装
、

遊
び
道
具
、
お
や
つ
、
飲
み
物

※
雨
天
時
は
室
内

ヤ
ン
グ
プ
ラ
ザ

☎（
４
８
４
）６
４
３
１

中
央
公
民
館

☎（
４
８
５
）１
８
０
１

和
田
公
民
館

☎（
４
９
８
）０
４
１
７

根
郷
公
民
館

☎（
４
８
６
）３
１
４
７

臼
井
公
民
館

☎（
４
６
１
）６
２
２
１

●
冬
休
み
親
子
映
画
会

日 

12
月
21
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜

４
時
（
午
後
２
時
開
場
） 

無
料
・
申
し
込
み
不
要 

内 

「
ミ
ニ
オ
ン
ズ
」
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
約
90
分 

対 

幼
児
、小
学
生
お
よ
び
一
般
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

●
中
世
の
臼
井
地
域
史

日 

令
和
２
年
２
月
９
日
㈰
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
零
時
30
分 

要
申
し
込
み
・
無
料 

対 

市
内
在
住
の
か
た

定 

１
０
０
人
（
多
数
時
抽
選
）

講 

高
橋
健
一
（
酒
々
井
町
文
化
財
審

議
会
会
長
） 

〆 

１
月
15
日
㈬（
必
着
）

申 

は
が
き
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、

講
座
名
・
住
所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・

電
話
番
号
を
明
記
の
上
、
〒
285
│

０

０
２
５ 

鏑
木
町
１
９
８
│
３ 

中
央
公

民
館
「
中
世
の
臼
井
地
域
史
」
宛
、

chuo-public@
city.sakura.

lg.jp

へ 

※
は
が
き
１
枚
、
E
メ
ー

ル
１
回
に
つ
き
２
人
ま
で

●
２
・
３
歳
児
親
子
運
動
教
室

「
見
る
、
考
え
る
、
ホ
ッ
プ
・
ス
テ
ッ

プ
・RU

N

！
」

日 

令
和
２
年
2
月
6
日
㈭
、
13
日

㈭
、
20
日
㈭
、
27
日
㈭
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
（
全
４
回
・
受
付 

午
前

９
時
45
分
〜
） 

要
申
し
込
み 

費 

1
組
１
０
０
円
（
保
険
代
） 

定 

15
組
（
先
着
順
） 

講 

佐
伯
由
香
里
、
齊
藤
太
郎
、
中

田
修
弘
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ニ
ッ
ポ
ン
ラ

ン
ナ
ー
ズ
）

持 

雑
巾
2
枚
、
保
護
者
の
室
内
用

運
動
靴
（
幼
児
は
裸
足
）、
飲
み
物
、

タ
オ
ル
、
着
替
え
な
ど

申 

電
話
で

●
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
す
て
き
な

演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日 

12
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜
３
時

●
し
め
飾
り
講
習
会

日 

12
月
22
日
㈰
午
後
１

時
〜
４
時 

要
申
し
込
み

場 

和
田
ふ
る
さ
と
館

講 

和
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
民
俗
資
料

収
集
委
員
会

内 

費 

❶
玄
関
飾
り
と
ゴ
ボ
ウ
締
め 

２
５
０
０
円 

❷
玄
関
飾
り 

２
０
０
０
円 

定 

❶
と
❷
あ
わ
せ
て
20
組
（
先
着

順
・
親
子
参
加
可
）

〆 

12
月
18
日
㈬

申 

電
話
で
（
キ
ャ
ン
セ
ル
不
可
）

●
脳
が
喜
ぶ
健
康
講
座

日 

令
和
２
年
１
月
15
日
㈬
午
前
10

時
〜
正
午 

要
申
し
込
み
・
無
料 

定 

30
人（
先
着
順
）

申 

電
話
ま
た
は
来
館
で

日 

12
月
20
日
㈮
午
後
零
時
20
分

〜（
約
30
分
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場 
市
役
所
１
号
館
１
階
ロ
ビ
ー

出
演

　
花か

な
で奏

日び
よ
り和

（
ボ
ー
カ
ル

＆
ギ
タ
ー
）

※
コ
ン
サ
ー
ト
出
演
者
募
集
中

問 

文
化
課
☎（
４
８
４
）６
１
９
１

市
役
所
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト 

♬ 

昼
の
小
さ
な
音
楽
会

（
開
場 

午
後
１
時
30
分
）

無
料
・
申
し
込
み
不
要

演
奏　

佐
倉
ウ
ィ
ン

ド
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル 

定 

60
人（
先
着
順
）



消費生活
相談から

新
聞
を
契
約
す
る
前
に
、
ご
確
認
を
！

http://w
w
w
.city.sakura.lg.jp/soshiki/4-3-0-0-0_10.htm

l

児童虐待に関する通報  児童青少年課（平日）☎（484）6263・佐倉市役所（土・日・祝日、夜間）☎（484）1111㈹・千葉県中央児童相談所（24時間）☎（252）1152

●
わ
く
わ
く
制
作
「
お
正
月
飾
り

を
作
ろ
う
」

日 

12
月
23
日
㈪
〜
27
日
㈮

※
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
（
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
零
時
30
分
）
を
除
く

●
ク
リ
ス
マ
ス
会

日 

12
月
24
日
㈫
午
前
９

時
45
分
〜
10
時
30
分

●
ち
び
っ
こ
シ
ア
タ
ー
「
ホ
ー
ル

で
映
画
気
分
を
味
わ
お
う
」

日 

１
月
８
日
㈬
午
前
10
時
30
分
〜

11
時

●
身
体
測
定

日 

１
月
14
日
㈫
〜
17
日
㈮

●
子
育
て
講
座
「
簡
単
に
作
れ

る
！
手
作
り
お
や
つ
」

日 

１
月
23
日
㈭
午
前
10
時
15
分
〜

11
時　

要
申
し
込
み 

定 

10
組
（
先
着
順
）

譲
り
ま
す

▼
卓
球
台 

▼
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

▼
セ
ミ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド 

▼
ベ

ビ
ー
バ
ス　
※
取
引
は
、
品
物
を
確

認
し
、
当
事
者
間
で
お
願
い
し
ま
す

※
掲
載
申
込
用
紙
は
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
、
自
治
人
権
推
進
課
、

各
出
張
所
・
派
出
所
、志
津
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
西
志
津
市
民

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
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●
身
体
測
定

日 

毎
月
第
３
木
曜
日 

午
前
10
時

30
分
〜

●
ミ
ニ
講
座
「
伝
承
遊
び
と
保
育

園
の
手
作
り
お
も
ち
ゃ
」

日 

令
和
２
年
１
月
14
日
㈫
午
前
10

時
〜
11
時　

要
申
し
込
み

定 

12
組
（
先
着
順
）

問 

電
話
で
受
付
（
12
月
16
日
㈪
午

前
９
時
〜
）

●
ほ
や
ほ
や
ベ
ビ
ー
の
日
「
フ
ァ
ー

ス
ト
サ
イ
ン
と
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
」

日 

１
月
31
日
㈮
午
前
10
時
〜
11

時 

要
申
し
込
み

場 

中
央
公
民
館

定 

10
組
（
先
着
順
） 

持 

バ
ス
タ
オ

ル
と
水
分
補
給
が
で
き
る
も
の

※
予
防
接
種
後
24
時
間
は
避
け
て

く
だ
さ
い

問 

電
話
で
受
付
（
12
月
16
日
㈪
午

前
９
時
〜
）

　

調
理
中
に
こ
ん
ろ
の
火
が
袖
口

に
燃
え
移
る
な
ど
、
何
ら
か
の
原

因
で
着
て
い
る
服
に
火
が
付
く
こ

と
を
「
着
衣
着
火
」
と
い
い
ま

す
。
住
宅
内
で
の
着
衣
着
火
の
原

因
と
な
り
や
す
い
も
の
は
、
こ
ん

ろ
、
ろ
う
そ
く
、
ラ
イ
タ
ー
、
ス

ト
ー
ブ
、
た
ば
こ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
な
か
で
も
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
に

よ
る
事
故
が
最
も
多
く
発
生
し
て

い
ま
す
。
危
険
か
ら
身
を
守
る
に

は
、
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
機
器
を

使
う
際
に
は
、 

▼
マ
フ
ラ
ー
や
ス

ト
ー
ル
類
を
外
す 

▼
裾
や
袖
が

広
が
っ
て
い
る
服
を
着
て
い
る
と

き
に
は
、
炎
に
接
触
し
な
い
よ
う

に
す
る 

▼
鍋
な
ど
の
底
か
ら
炎

が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
、
適
切
な

火
力
に
調
整
す
る 

▼
こ
ん
ろ
の

奥
に
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る

　

調
理
の
際
は
、
万
一
火
が
接
し

て
も
着
火
し
に
く
い
、
防
炎
の
エ

プ
ロ
ン
や
ア
ー
ム
カ
バ
ー
を
利
用

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。
防
炎
製

品
と
し
て
認
定
さ
れ
た
製
品
に

は
、（
公
財
）
日
本
防
炎
協
会
が

交
付
す
る
防
炎
製
品
ラ
ベ
ル
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

も
し
着
衣
に
火
が
付
い
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、「
す
ぐ
に
脱
ぐ
、

た
た
く
、
水
を
か
け
る
」
な
ど
、

落
ち
着
い
て
消
火
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

くらし
の話題

着
衣
着
火
の
事
故
に
ご
注
意
！

 

問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

℻
（
４
８
３
）
８
６
０
４

子
育
て
応
援
情
報
　
す
く
す
く 

佐
倉
っ
子

無
料

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

※
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
・
申

し
込
み
不
要
・
場
所
は
各
園

　

新
聞
購
読
契
約
に
関
す
る
ご
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
月
が
変
わ
っ
た
ら
急
に
、

新
聞
が
二
紙
配
達
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
販
売
店
に
問
い
合
わ
せ

た
ら
、
ど
ち
ら
も
購
読
契
約
が
あ

る
と
言
わ
れ
た
。
新
聞
は
一
紙
で

よ
い
の
で
解
約
し
た
い
。

【
相
談
員
か
ら
】
新
聞
は
訪
問
販

売
で
契
約
を
す
る
こ
と
が
多
い
で

す
が
、
一
年
先
、
二
年
先
と
将
来

の
契
約
を
求
め
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
以
前
に
A
紙
の
新
聞
購

読
を
し
て
い
た
こ
と
を
忘
れ
、
B

紙
の
契
約
を
し
て
し
ま
う
と
新
聞

購
読
契
約
が
二
重
に
な
り
、
A
紙

B
紙
が
同
時
に
配
達
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
購
読
契
約
書

も
存
在
す
る
た
め
、
新
聞
店
は
解

約
を
認
め
て
く
れ
ま
せ
ん
。

　
「
何
年
何
月
か
ら
何
か
月
間
」

の
よ
う
に
期
間
を
定
め
た
契
約

は
、
そ
の
購
読
期
間
を
単
位
と
す

る
契
約
に
な
る
の
で
、
購
読
期
間

が
終
了
す
る
ま
で
キ
ャ
ン
セ
ル
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
購
読
開
始
前
で
あ
っ

て
も
、
一
方
的
に
配
達
を
断
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

特
に
規
定
な
ど
が
あ
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
新
聞
販
売

店
で
は
二
重
契
約
が
生
じ
た
と

き
に
契
約
日
が
早
い
購
読
契
約

を
優
先
し
、
先
に
契
約
し
た
新

聞
の
購
読
期
間
が
終
わ
る
の
を

待
っ
て
、
そ
の
後
に
契
約
日
の

遅
い
新
聞
の
配
達
を
開
始
す
る

な
ど
の
対
応
を
し
て
２
紙
が
同

時
配
達
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
て
く
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

新
聞
や
牛
乳
の
よ
う
に
継
続
的

に
行
わ
れ
る
売
買
契
約
は
、
期
間

を
定
め
ず
に
契
約
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
期
間
を
定
め
な
い
契
約

は
、
い
つ
で
も
解
約
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
期
間
を
定
め
な
い

契
約
は
、
契
約
を
続
け
る
こ
と
が

原
則
な
の
で
、
新
規
に
購
読
契
約

を
し
た
こ
と
で
も
ら
え
る
洗
剤
な

ど
の
景
品
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

▼
新
聞
購
読
契
約
を
す
る
と
き

は
、
以
前
に
契
約
し
た
別
の
購

読
契
約
が
な
い
か
必
ず
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　

そ
の
た
め
に
新
聞
購
読
契
約

書
は
紛
失
し
な
い
よ
う
に
一
定

の
場
所
に
保
管
し
、
い
つ
で
も

確
認
で
き
る
状
態
に
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▼
訪
問
販
売
で
新
聞
購
読
契
約

を
し
た
場
合
、
契
約
日
を
含
め

８
日
間
だ
け
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
に
よ
り
、
契
約
を
解
除
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
電
話
で
申

し
出
を
し
て
も
配
達
が
開
始
さ

れ
て
し
ま
う
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る

の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
し

た
証
拠
を
残
す
た
め
に
、
申
し

出
は
が
き
は
コ
ピ
ー
を
取
り
配

達
開
始
時
期
ま
で
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

▼
新
聞
購
読
契
約
で
あ
れ
？
と
思

う
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申 

問 
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎（
４
８
３
）３
０
１
０

（
平
日
・
第
３
土
曜
日
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）

 

佐
倉
市
消
費
生
活
展

  

〜
楽
し
く
学
ん
で
知
っ
て
得
す
る

暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト

日
時　

令
和
２
年
１
月
25
日
㈯
・

26
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

無
料
・
申
し
込
み
不
要

場
所　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
ユ
ー
カ
リ

が
丘

 

消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー

受
講
者
募
集

「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
で
得
し
よ
う
！ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
＆
ス
マ
ホ
決
済

＆
電
子
マ
ネ
ー
＆
ポ
イ
ン
ト
の
か
し

こ
い
選
び
方
・
使
い
方
」

日
時　

２
月
15
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

要
申
し
込
み
・
無
料

場
所　
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
佐
倉

講
師　

岩
田
昭
男
（
消
費
生
活
評

論
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）　

定
員　

90
人
（
先
着
順
）

佐
倉
保
育
園

　
　

さ
く
ら
っ
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
１
）１
７
４
１

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

馬
渡
保
育
園

　
　

森
の
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
９
８
）０
０
６
５

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

陽
の
木
さ
く
ら
保
育
園

　
　

ひ
の
き
っ
こ

 　
　
　
　

 

☎（
３
１
２
）８
５
３
５

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

　
　

ユ
ー
カ
リ
ベ
ビ
ー

 　
　
　
　

 

☎（
４
６
４
）０
０
３
０

㈪
・
㈬
〜
㈯
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

臼
井
保
育
園

　
　

に
こ
に
こ
ひ
ろ
ば

 　
　
　
　

 

☎（
４
８
７
）３
０
０
６

午
前
９
時
〜
11
時
30
分

●
に
こ
に
こ
タ
イ
ム

「
に
こ
に
こ
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

日 

12
月
23
日
㈪ 

午
前
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

●
制
作
の
日「
簡
単
封
筒
凧
づ
く
り
」

日 

１
月
６
日
㈪
、
８
日
㈬
、
10

日
㈮

●
歯
科
衛
生
士
さ
ん
に
よ
る
歯
の

お
話
「
０
歳
か
ら
の
虫
歯
予
防
」

日 

12
月
16
日
㈪
午
前
11
時
〜
11
時

20
分

●
自
由
遊
び

日 

月
〜
金
曜
日 

午
前
８
時
30
分

〜
午
後
１
時
30
分

●
英
語
遊
び

日 

①
第
１
火
曜
日 

②
第
２
火
曜

日 

③
第
３
火
曜
日 

正
午
〜
午
後

零
時
30
分　

要
申
し
込
み

対 

①
１
〜
２
歳 

②
２
〜
３
歳

③
３
歳
〜
未
就
学
児

●
知
育
遊
び

日 

①
第
１
火
曜
日 

②
第
２
火

曜
日 

③
第
３
火
曜
日 

正
午
〜
午

後
零
時
30
分　

要
申
し
込
み

対 

①
１
〜
２
歳 

②
２
〜
３
歳

③
３
歳
〜
未
就
学
児

定 

各
６
組

●
英
語
を
学
び
な
が
ら
身
体
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ

日 

毎
週
水
曜
日 

午
前
10
時
15
分

〜
11
時
45
分　

要
申
し
込
み

※
最
初
の
75
分
は

託
児
有
り
。
後
半

15
分
は
お
子
さ
ん

も
参
加

費 

５
０
０
円　

定 

６
組

持 

ヨ
ガ
マ
ッ
ト
、
飲
み
物
、
バ

ス
タ
オ
ル
、
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル

●
子
育
て
相
談

日 

毎
月
第
３
月
曜
日 

午
前
11
時

30
分
〜
正
午　

要
申
し
込
み

●
お
は
な
し
な
あ
に
？

日 
12
月
17
日
㈫
午
前
11
時
30

分
〜　

要
申
し
込
み

●
ホ
ー
ル
開
放
　

日 

12
月
23
日
㈪ 
午
前
10
時
〜

11
時

地
域
で
「
子
育
て
の
お
手
伝
い
」
を
し
ま
せ
ん
か
？

佐
倉
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会

　
「
子
育
て
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
」、「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て

ほ
し
い
」
か
た
が
会
員
と
な
り
、
会
員
同
士
で
助
け
合
う
事
業
で
す
。

保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学
校
な
ど
へ
の
子
ど
も
の
送
迎
や
、
そ
の
前

後
の
預
か
り
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

日 

①
12
月
17
日
㈫ 

午
前
９
時
30
分
〜　

②
１
月
16
日
㈭ 

午
前
９
時

30
分
〜　

要
申
し
込
み

場 

①
中
央
公
民
館　

②
臼
井
公
民
館

申 

問 

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
８
８
）
１
２
７
０

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

「
消
費
生
活
相
談
」

　

商
品
サ
ー
ビ
ス
な
ど
消
費
生
活
に

関
す
る
苦
情
や
問
い
合
わ
せ
な
ど
、
専

門
の
相
談
員
が
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問 

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
専
用

電
話
☎
（
４
８
３
）
４
９
９
９

（
平
日
・
第
３
土
曜
日
午
前
９
時
〜

正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
）



●
檻
の
中
の
ラ
イ
オ
ン
㏌
佐
倉
〜

わ
か
り
や
す
い
憲
法
の
お
話 

12

月
17
日
㈫
午
後
６
時
〜 

ス
ペ
ー

ス
結 

７
０
０
円（
高
校
生
以
下
５

０
０
円
） 

申 

問 

檻
の
中
の
ラ
イ

オ
ン
in
佐
倉
実
行
委
員
会
・
秋
鹿

☎
０
９
０（
９
８
３
０
）６
３
１
０

●
映
画
上
映
会「
沖
縄
か
ら
叫
ぶ

戦
争
の
時
代
」
12
月
20
日
㈮
午
後

１
時
30
分
〜
４
時 

千
代
田
ふ
れ 

３
０
０
円 

〆 

12
月
19
日
㈭ 

申 

問 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
会
ほ
ん
き
で

み
ん
な
で
か
ん
が
え
よ
う
・
中
台

☎（
４
６
１
）１
１
２
０

●
心
を
育
て
る
市
民
学
習
会「
う

れ
し
い
言
葉 

耳
の
痛
い
言
葉
」 

12
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午 

中
央
公 

問 

N
・
C
さ
く
ら
会
・

西
雪
☎（
４
９
８
）２
１
０
０

●
ア
レ
ル
ギ
ー
っ
子
の
ク
リ
ス
マ

ス
会 

12
月
22
日
㈰
午
後
１
時
15

分
〜 

西
福
セ
ン 

２
０
０
円（
子

ど
も
３
０
０
円
） 

〆 

12
月
20
日

㈮ 

申 

問 

ア
レ
ル
ギ
ー
児
を
持
つ

親
の
会
ど
ん
ぐ
り
・
岡
﨑
☎（
４

６
１
）
２
０
２
４

●
結
婚
情
報
交
換
会 

12
月
22
日

㈰
午
後
３
時
〜
５
時 

臼
井
公 

２

０
０
０
円 

対 

未
婚
者
お
よ
び
親

族 

問 

世
話
や
き
叔
母
さ
ん
・
山
口

☎
０
７
０（
４
４
９
３
）０
７
８
１

●
佐
倉
城
址
公
園
歴
史
散
策 

令

和
２
年
１
〜
３
月
の
毎
月
10
日
午

前
10
時
〜
正
午 

佐
倉
城
址
公
園 

問 
佐
倉
城
址
公
園
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
会
・
吉
田
☎（
４
８
４
）
２

５
６
１

●
新
春
踊
り
の
集
い 
１
月
11
日

㈯
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分 

中
央
公 

問 

佐
倉
華
踊
会
・
渡

辺
☎
℻（
４
８
５
）１
８
８
４

●
ハ
イ
キ
ン
グ 

１
月
12
日
㈰ 
み

ど
り
児
童
公
園
集
合
、
２
月
９
日

㈰ 

御
伊
勢
公
園
集
合
、
３
月
８

日
㈰ 

内
郷
児
童
公
園
集
合 

各
午

前
９
時
〜 

２
０
０
円 

問 

市
民
ハ

イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・
川
越
☎
０
９

０（
２
５
４
３
）６
４
３
７

■
中
国
語 

第
１
・
３
・
４
水
曜

午
後
７
時
〜
９
時 

ミ
レ
セ
ン 

費 

月
６
０
０
０
円 

対 

中
級 

問 

中

国
語
中
級
会
話
同
好
会
・
川
俣
☎

（
４
８
８
）１
１
４
６

■
短
歌 

第
３
木
曜
午
前
10
時
〜

正
午 

ミ
ウ
ズ 

費 

月
１
５
０
０
円  

問 

現
代
短
歌
さ
く
ら
・
篠
塚
☎

０
９
０（
６
１
６
１
）０
２
７
２

■
詩
吟 

第
１
・
２
・
４
金
曜
午

後
２
時
〜
４
時 

臼
井
公 

入 

２

５
０
０
円 

費 

月
２
５
０
０
円 

対 

初
心
者
〜 

問 

千
龍
会
・
新
保
☎

（
４
６
１
）１
９
８
５

■
着
付
け 

第
１
・
３
月
曜
午
前

10
時
〜
11
時
30
分 

臼
井
公 

費 

１

回
１
０
０
０
円 

問 

簡
装
・
酒
井

☎
℻（
４
６
３
）３
８
０
４

■
フ
ィ
ル
ム
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス 

第
２
・
４
水
曜
午
前
10
時
〜
正
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催
　
　
し

ぶ
んげ

い

イ
ベ
ン
ト

サ
ー
ク
ル

■
申
し
込
み
方
法

 

「
こ
う
ほ
う
佐
倉 

佐
倉
瓦
版
掲

載
申
込
書
」
に
記
入
し
、
提
出
。

【
申
込
書
】

　
各
公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
配
布
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）。

【
提
出
先
】

　
市
の
施
設
を
会
場
と
し
て
使

用
す
る
場
合
は
、
そ
の
施
設
の

窓
口
へ
提
出
。

　

そ
れ
以
外
は
、
持
参
・
郵
送
・

フ
ァ
ク
ス
で
広
報
課
へ
（
Ｅ

メ
ー
ル
不
可
）。

■
締
め
切
り

　
掲
載
希
望
号
の
１
か
月
前
の

15
日
（
土
日
祝
日
の
場
合
は
、

そ
の
前
の
平
日
・
必
着
）。

■
回
数

　

１
団
体
に
つ
き
、「
催
し
」、

「
サ
ー
ク
ル
」
合
わ
せ
て
年
度

内
（
４
月
〜
翌
年
３
月
）
４
回

ま
で
。

■
文
字
数
・
内
容

　
１
０
０
字
以
内（
１
０
０
字

以
内
で
も
、
記
載
内
容
の
統
一

的
な
表
記
な
ど
で
記
入
事
項
の

一
部
に
つ
い
て
割
愛
す
る
場
合

あ
り
）。

※
「
第
○
回
」、「
初
心
者
歓
迎
」、

「
持
ち
物
」な
ど
の
補
足
的
な
内

容
は
掲
載
不
可

※
別
団
体
で
も
代
表
者
が
同
じ

場
合
な
ど
は
、
掲
載
回
数
を
制

限
す
る
こ
と
も
あ
り

■
掲
載
で
き
な
い
も
の

▼
活
動
場
所
が
市
外
の
も
の 

▼

営
利
団
体
の
活
動
・
営
利
目
的

の
も
の 

▼
政
治
・
宗
教
団
体
の

活
動 

▼
売
名
行
為
と
考
え
ら
れ

る
も
の 

▼
会
員
相
互
間
の
連
絡 

※
こ
の
ほ
か
の
基
準
や
詳
細
に

つ
い
て
は
、
申
込
書
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
広
報
課

☎
（
４
８
４
）
６
１
０
１

℻
（
４
８
６
）
８
７
２
０

　

紙
面
の
都
合
で
限
ら
れ
た
情
報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
、
主

催
者
に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

マ
ー
ク
…
日 

日
時 
場 
場
所 

内 

内
容 

入 

入
会
金 

費 

会
費 

対 

対
象 

定 

定

員 

〆 

締
め
切
り 

申 
申
し
込
み 

問 

問
い
合
わ
せ　

略
称
…
コ
ミ
セ
ン
志
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

ミ
レ
セ
ン
ミ
レ
ニ
ア
ム
セ

ン
タ
ー
佐
倉 

西
志
津
ふ
れ
西
志
津
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 

千
代
田
ふ
れ
千
代

田
・
染
井
野
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー 
公
公
民
館 

市
美
市
立
美
術
館 

音
ホ
市
民

音
楽
ホ
ー
ル 

市
体
市
民
体
育
館 
西
福
セ
ン
西
部
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

岩
運

岩
名
運
動
公
園 

ミ
ウ
ズ
男
女
平
等
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
ミ
ウ
ズ　

佐
倉
瓦
版

午 

ミ
レ
セ
ン 

費 

月
３
０
０
０
円  

問 

グ
ラ
ス
ア
ー
ト
同
好
会
・
阿
部

☎
０
９
０（
７
２
５
９
）７
７
３
１

■
囲
碁 

水
曜
午
後
２
時
〜
５
時 

囲
碁
ク
ラ
ブ 

費 

１
回
５
０
０
円 

問 

初
級
者
囲
碁
の
会
・
嶋
田
☎

０
９
０（
８
８
１
９
）
２
２
６
７

■
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
撮
影
・
編
集 

第
２
・
４
水
曜
午
後
１
時
〜
４

時 

中
央
公 

入 

２
０
０
０
円 

費  

月
１
０
０
０
円 

問 

佐
倉
ビ
デ
オ

サ
ー
ク
ル
・
佐
藤
☎
℻（
４
６
２
）

１
９
０
４

■
朗
読
・
歌
唱 

第
３
火
曜
午
前

９
時
45
分
〜
11
時
45
分 

志
津
公 

入 

１
０
０
０
円 

対 

人
前
で
話
す

の
が
苦
手
な
か
た
・
前
向
き
な
か

た 

問 

火
曜
カ
フ
ェ
・
佐
藤
☎（
４

８
９
）９
８
７
０

■
花
壇
整
備 

第
２
・
４
木
曜
午

前
９
時
30
分
〜
11
時 

聖
隷
佐
倉

市
民
病
院 

費 

年
１
０
０
０
円 

問   
花
の
散
歩
道
・
吉
田
☎
０
９
０（
８

０
５
５
）９
４
３
９

■
コ
ー
ラ
ス 

木
曜
午
後
零
時
20

分
〜
２
時
20
分 
市
内 

費 

月
４
０

０
０
円 

対 
女
性 
問 

ク
ー
ル
・

ミ
コ
ク
リ
エ
・
莇あ

ざ
み

☎
℻（
４
８
７
）

４
７
２
１

■
社
交
ダ
ン
ス 

日
曜
午
後
１
時

〜
２
時 

志
津
公 

入 

１
０
０
０
円 

費 

月
１
５
０
０
円 

対 

初
心
者
・

初
級
者 

問 

ジ
ョ
イ
フ
ル
フ
レ
ン

ド
・
太
田
☎
０
９
０（
９
３
０
５
）

５
６
８
６

■
太
極
拳 

金
曜
午
前
10
時
〜
正

午 

西
志
津
ふ
れ 

入 

１
０
０
０
円 

費 

月
２
５
０
０
円 

対 

初
心
者
〜 

問 

志
津
太
極
拳
同
好
会
中
志
津

サ
ー
ク
ル
・
藤
本
☎（
４
８
７
）

０
５
２
２

■
ラ
ー
ジ
卓
球 

木
曜
午
後
１
時

〜
３
時 

市
体 

入 

１
０
０
０
円 

費 

年
４
８
０
０
円 

問 

佐
倉
卓
遊

ラ
ー
ジ
・
中
島
☎（
４
８
６
）
６

２
２
１

■
テ
ニ
ス 

月
・
金
曜
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
零
時
30
分 

直
弥 

費  

１
回
１
０
０
０
円 

問 

オ
リ
ー
ブ

テ
ニ
ス
・
内
藤
☎
０
９
０（
８
７

７
８
）５
７
７
７

■
ヨ
ガ 

火
曜
午
前
９
時
30
分
〜

10
時
30
分 

志
津
公 

費 

月
２
０
０

０
円 

問 

火
曜
ヨ
ガ
の
会
・
佐
藤

☎
０
９
０（
４
４
３
４
）３
４
５
３

■
な
ぎ
な
た 

月
曜
午
後
４
時
30

分
〜
７
時 

白
銀
小
、 

金
曜
午
後

１
時
〜
３
時 

市
体 

入 

１
０
０
０

円 

費 

月
２
０
０
０
円 

問 

な
ぎ

な
た
連
盟
・
鈴
木
☎
℻（
４
８
３
）

２
７
６
０

■
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢 

水
・
土
曜（
月

７
回
）
午
後
１
時
〜
４
時 

西
福

セ
ン 

費 

年
２
０
０
０
円
、
１
回

３
０
０
円 

問 

吹
和
会
・
門
倉
☎

（
４
６
３
）２
８
８
８

◆
ラ
ン
ニ
ン
グ
入
門
教
室

　

こ
れ
か
ら
走
り
た
い
か
た
、
走

り
方
の
コ
ツ
、
体
を
絞
る
運
動
方

法
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

日 

令
和
２
年
１
月
４
日
・
18
日
、

２
月
１
日
・
15
日
、３
月
７
日 （
土

曜
日
・
全
５
回
）
午
後
１
時
30
分

〜
３
時 

要
申
し
込
み 

場 

岩
名
運

動
公
園 

費 

１
回
５
０
０
円（
施

設
料
・
保
険
料
含
む
）
※
当
日
支

払
い 

対 

中
学
生
〜 

定 

15
人（
先

着
順
）
〆 

各
回
７
日
前 

申 

問 

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
、

ニ
ッ
ポ
ン
ラ
ン
ナ
ー
ズ
・
中
田
☎

０
８
０（
５
９
６
６
）
０
７
１
１
、

 info@
nipponrunners.or.jp

◆
植
木
職
養
成
講
座

日 

令
和
２
年
２
月
初
旬
〜
９
月

下
旬（
全
43
回
） 
場 

レ
イ
ン
ボ
ー

プ
ラ
ザ
佐
倉
お
よ
び
市
内
実
習
先 

要
申
し
込
み 

費 
２
万
円（
制
服

支
給
） 

対 

市
内
在
住
の
60
歳
以

上
で
運
転
免
許
が
あ
り
車
が
使
え

る
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

就
業
希
望
の
か
た 

〆 

令
和
２
年

１
月
10
日
㈮ 

※
詳
細
は
要
問
い

合
わ
せ 

申 

問 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
E
メ
ー
ル
で
、
佐
倉
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎（
４
８
６
）
５

４
８
２
、℻（
４
８
６
）５
４
１
９
、

 sakurassjc@
sjc.ne.jp

お
知
ら
せ

【瓦版掲載申し込み用紙】は広報課・各公民館・コミュニティセンターで配布（市ホームページからダウンロード可）　　問 広報課☎（４８４）６１０１

「
佐
倉
瓦
版
」掲
載
基
準

▼
毎
月
５
日
締
め
切
り（
消
印
有
効
）。
翌
月
15
日

号
掲
載
。
投
稿
は
未
発
表
の
作
品
で
、
俳
句
・
短
歌
・

川
柳
の
い
ず
れ
か
１
分
野
に
限
る
。
は
が
き
に
作
品

【
俳
句
は
１
人
２
句
。
短
歌
・
川
柳
は
１
人
２
首（
句
）

ま
で
】・
住
所
・
氏
名（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
を
か
い
書

で
明
記
し
て
、
〒
285
│

８
５
０
１
海
隣
寺
町
97 

佐
倉

市
役
所
広
報
課
へ
。
※
投
稿
作
品
は
、
選
者
が
添
削

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　
　
　

短　
　
　

歌　
　
　
　

川　

上　
　
　

三　

郎　
　
　

  

選

　
　
　

俳　
　
　

句　
　
　
　

内　

 

海　
　
　

良　

 

太　
　
　

選

　
　
　

川　
　
　

柳　
　
　
佐
倉
市
シ
ル
バ
ー 

川
柳
同
好
会　
　
　

選  

お
の
お
の
が
お
の
お
の
の
役
秋
祭
り　
　
　
　

塩
野　

和
男
（
宮
ノ
台
）

評　

佐
倉
〞
江
戸
〞
時
代
ま
つ
り
だ
ろ
う
か
。「
お
の
お
の
」の
言
い
方
が
時

代
が
か
っ
て
可
笑
し
い
。
お
か
し
味
は
俳
句
の
特
質
で
も
あ
る
。

秋
日
和
臼
井
八
景
一
巡
り　
　
　
　
　
　
　
　

戸
塚
伊

雄
（
染
井
野
）

秋
と
も
し
豆
選
る
手
元
暗
き
か
な　
　
　
　
　

新
谷　

八
郎
（
稲
荷
台
）

竹
の
春
籠
編
む
夫
の
背
中
か
な　
　
　
　
　
　

池
野
谷
邦
子
（
井　

野
）

痛
む
足
な
だ
め
落
葉
の
坂
越
ゆ
る　
　
　
　
　

加
藤　

守
弥
（
八
幡
台
）

小
六
月
障
子
の
桟
に
日
の
温
み　
　
　
　
　
　

小
川
恵
美
子
（
王
子
台
）

灯
火
親
し
古
き
押
し
花
見
つ
け
た
り　
　
　
　

渡
辺
由
季
江
（
中
志
津
）

鉄
塔
の
影
あ
る
だ
け
の
刈
田
か
な　
　
　
　
　

杉
山　

勝
利
（
江
原
台
）

か
さ
か
さ
と
音
す
る
絵
馬
や
神
の
留
守　
　
　

石
渡　

夏
子
（
宮
小
路
町
）

木
も
竹
も
倒
れ
し
里
に
ち
ち
ろ
鳴
く　
　
　
　

田
上　

愛
子
（
鏑
木
町
）

松
手
入
れ
脚
立
い
つ
ぱ
い
伸
ば
し
け
り　
　
　

穂
阪
八
州
彦
（
白　

銀
）

ど
ん
ぐ
り
に
穴
が
あ
い
て
る
虫
が
い
る　
　
　

大
場　

晴
登
（
根
郷
小
四
年
）

一
筆
の
瀬
音
で
あ
そ
ぶ
梓
川
よ
ど
み
崩
れ
し
影
の
い
た
ず
ら

橋
本
る
り
子
（
王
子
台
）

評　

上
の
句
に
絵
を
画
か
れ
る
作
者
の
心
情
、
下
の
句
の
描
写
と
結
句
の
表
現

が
素
晴
ら
し
い
。
犀
川
の
支
流
、梓
川
の
音
と
風
景
が
迫
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

夢
で
会
う
七
年
変
わ
ら
ぬ
か
あ
さ
ん
の
笑
顔
そ
の
ま
ま
ダ
リ
ア
咲
く
朝

阿
字
地
逸
子
（
南
ユ
ー
カ
リ
が
丘
）

ま
た
ひ
と
つ
歳
を
加
え
て
気
付
か
さ
る
い
つ
し
か
母
に
重
な
る
仕
草

後
出
田
津
子
（
岩　

名
）

生
ま
れ
た
よ
ザ
ク
ロ
の
繁
み
に
山
鳩
の
ひ
な
よ
羽
ば
た
け
あ
か
ね
の
空
へ

小
岩　

光
子
（
上　

座
）

未
曾
有
な
る
豪
雨
災
害
被
災
地
へ
元
気
を
く
れ
し
ラ
グ
ビ
ー
快
挙

中
村　

真
理
（
坂　

戸
）

蛇
の
ご
と
首
を
伸
ば
し
て
南
瓜
蔓
縦
横
無
尽
に
駐
車
場
這
う

椎
名　

洋
子
（
寒　

風
）

時
と
し
て
日
記
の
重
み
感
じ
つ
つ
頁
め
く
れ
ば
今
朝
の
雨
か
な

島
崎　

庄
平
（
上
志
津
）

温
暖
化
時
期
が
読
め
な
い
衣
替
え 

半
田　

徳
子 

（
大
蛇
町
）

神
様
も
ス
ー
パ
ー
台
風
に
は
敵
わ
な
い 

菅
原　

静
枝 

（
大
蛇
町
）

「
相
変
ら
ず
よ
」言
え
た
あ
の
頃
な
つ
か
し
い 

並
川
喜
美
子 

（
生　

谷
）

シ
ョ
ー
ウ
ィ
ン
ド
ウ
伏
目
早
足
通
り
過
ぎ 

大
坪　

春
子　
　

  （
西
志
津
）

「
小
遣
銭
」値
上
げ
交
渉
労
使
の
よ
う 

板
山　

公
彦 

（
山　

王
）
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古紙再生紙
植物油インキ使用

2019 年（令和元年）12 月 15 日〈1323 号〉 年末年始のご案内　12

休日・夜間の水漏れは（緊急連絡）
24 時間受付・年中無休（佐倉市管工事組合）

☎（485）8660

カンの収集日 ビンの収集日

3 回目の
火曜日

４回目の
火曜日

12/17 ㈫ 12/24 ㈫

うめたてごみ

12/19 ㈭
金属類・
小型家電
12/26 ㈭

人口のうごき ※（ ）内は前月からの増減
佐倉地区 13,469世帯 （+1） 28,534 人 （-20）
臼井地区 13,799世帯 （-13） 30,401 人 （-31）
志津地区 33,264世帯 （-13） 76,488 人 （-48）
根郷地区 11,787世帯 （0） 25,770 人 （-16）
和田地区 780世帯 （+2） 1,787 人 （-1）
弥富地区 720世帯 （+1） 1,525 人 （+1）
千代田地区 4,270 世帯 （+3） 10,582 人 （-19）
計 78,089世帯 （-19） 175,087 人（-134）

<令和元年 11月末現在>

出生 76人 死亡 125人 転入等 442人 転出等 527人
男 86,341 人 女 88,746 人 （うち外国人住民 3,671 人）

市政へのご意見を
ファクス・電子メールでも受け付けています。

メールアドレス hisyo@city.sakura.lg.jp
FAX 043（484）5151（市長室直通）

年末年始のご案内
市の施設の休業日ごみの収集 問 廃棄物対策課 

☎（484）6149

◆配布場所　

▶市役所１号館受付
▶各出張所・派出所
▶市民サービスセンター
▶健康管理センター
▶各保健センター
▶佐倉南図書館
▶市内各郵便局

※枚数に限りがあります。市ホーム
ページからもダウンロードできます
※ 12 月 28 日㈯～ 31 日㈫は、市役
所 1号館の守衛室で配布します

問公園緑地課 ☎（484）0940

お正月用門松カード
配布中

　佐倉市消防団が、年末の防火の注意喚起と出
火被害を未然に防止するため、消防車両で市内
を巡回します。
時間　午後７時～ 10時　　　　
問 危機管理室 ☎（484）6132

歳末警戒の実施（12月 27日㈮～ 30日㈪）

休日・年末年始の急病は
（受診の際は保険証および子ども医療費助成受給券をご持参ください）

休日当番医テレホンサービス
☎（484）2516

日曜・祝日・年末年始(12/29 ～ 1/3)
８：30～ 22：00（自動音声による案内）
昼間の内科・外科・歯科、夜間の外科を案内

※休日当番医は市ホームページでお知らせしています

小児初期急病診療所（健康管理センター内）
☎（485）3355  ※小児内科のみ
毎夜間  受付 19：00～翌朝５：45
日曜・祝日・年末年始 (12/29 ～ 1/3)は、
上記のほかに、9：00～ 16：45も受付

休日夜間急病診療所（健康管理センター内）
☎（239）2020

日曜・祝日・年末年始(12/29 ～ 1/3)
受付 19：00～ 21：45　内科・歯科

こども急病電話相談【小児】
夜 ☎♯8000【毎日受付】19：00～翌朝6：00
　　救急安心電話相談【小児以外】

夜 ☎♯７009【毎日受付】18：00～ 23：00
日曜・祝日・年末年始・ゴールデンウィーク 9:00 ～ 23:00

市役所・コミュニティセンター など
12 月 28日㈯～１月４日㈯

▶市民サービスセンター ▶西志津ふれあいセンター 
▶千代田・染井野ふれあいセンター ▶和田ふるさと館
▶佐倉コミュニティセンター ▶志津コミュニティセンター 
▶市民公益活動サポートセンター

12 月 28日㈯～１月 5日㈰
▶市役所・出張所・派出所 
※休業中の戸籍の届け出は、市役所１号館守衛室で受
け付けます
▶佐倉市パスポートセンター ▶消費生活センター

12 月 29日㈰～１月３日㈮
▶自動交付機（市役所・臼井情報コーナー・ユーカリ
が丘出張所） ▶男女平等参画推進センター

子ども・高齢者・保健施設
12 月 28日㈯～１月４日㈯

▶青少年センター ▶西部・南部地域福祉センター
▶老人憩の家 ▶地域包括支援センター

12 月 28日㈯～１月 5日㈰
▶健康管理センター ▶西部・南部保健センター
▶子育て世代包括支援センター

12 月 29日㈰～１月３日㈮
▶保育園 ▶学童保育所 ▶子育て支援センター
▶児童センター ▶老幼の館 ▶ヤングプラザ

公民館・図書館・スポーツ施設 など
12 月 28日㈯～１月４日㈯

▶公民館 ▶図書館 ▶市民音楽ホール
▶市立美術館 ▶佐倉新町おはやし館
▶武家屋敷・旧堀田邸・佐倉順天堂記念館

12 月 29日㈰～１月 1日㈬
▶草ぶえの丘

12 月 29日㈰～１月３日㈮
▶市民体育館 ▶青少年体育館 
▶スポーツ資料館 ▶直弥テニスコート 
▶観光情報センター▶サンセットヒルズ

12 月 31日㈫～１月３日㈮
▶岩名陸上競技場 ▶岩名球技場 ▶岩名テニスコート 

◇冬季休業期間 
▶大作球場：12月 2日㈪～２月 29日㈯ 
▶長嶋茂雄記念岩名球場・岩名第２球場：12月 16日
㈪～２月 29日㈯

◆ 12月 28日㈯～１月 5日㈰はお休みです。年末
年始は混雑しますので、早めに許可業者へお申込み
ください。

 ☎（484）0846さくら斎場
◆１月２日㈭から霊安室（遺体安置および面会）、
３日㈮から通夜式場の業務を開始します。

火葬 通夜 霊安室 ○
：
利
用
可
能

　
×
：
利
用
不
可

12
月

29 日㈰ ○ ○ ○
30日㈪ ○ ○ ○
31日㈫ ○ × ○

１
月

１日㈬ × × ×
２日㈭ × × ○
３日㈮ × ○ ○
４日㈯ ○ ○ ○

※利用の申し込みは、年中無休・24時間受付

し尿の収集 問 印旛衛生施設管理組合 
☎（498）1538

◉集積所での収集 ※事業系ごみは出せません
▶年末は 12月 30日㈪で収集が終了
▶年始は１月４日㈯から収集を開始

12
月

27 日㈮ もやせるごみ

１
月

1 日㈬
～
３日㈮

収集なし
28 日㈯

収集なし
29 日㈰ ４日㈯ もやせるごみ

（臨時収集）

30日㈪ もやせるごみ
（臨時収集） 5日㈰ 収集なし

31 日㈫ 収集なし ６日㈪ もやせるごみ

※ごみは収集日の朝８時 30分までに出してください
※前日の夜や指定日以外には出さないでください
※必ず市指定ごみ袋で出してください
◉粗大ごみ有料戸別収集
▶年内の収集予約：12月 20日㈮まで
▶年内の収集：12月 27日㈮まで
▶年始の収集予約：１月 6日㈪から
【収集の予約先】  
▶佐倉・根郷・和田・弥富地区・臼井と志津地区のう
ち京成電鉄軌道から北側にお住まいのかた

㈲印旛防疫社☎（483）5022
▶臼井と志津地区のうち京成電鉄軌道から南側、千代
田地区にお住まいのかた

　　　  ㈱五十嵐商会☎（443）4676
◉一般家庭からの酒々井リサイクル文化センターへ
の自己搬入（10㎏あたり 350円）は、年内 12 月 28
日㈯までです。
▶時間　午前８時 30分～ 11時 30分
　　　　午後１時～４時 30分
問 酒々井リサイクル文化センター☎（496）7511

問広報課  映像・メディア推進班☎（484）6206

地上デジタル10 ch・デジタルCATV301ch

 ケーブルテレビで市政情報をお届けします！

【12月の番組スケジュール】

～15日㈰ 佐倉の魅力を再発見！
佐倉Y.M.O. プロジェクト

16 日㈪～ 22日㈰ チバベジ－被災した野
菜に新たな価値を－

23日㈪～ 31日㈫ 2019 年 今年はこんなこ
とがありました

▶番組の一部を YouTube 佐倉市公
　式チャンネルでもご覧いただけます。
　http://www.youtube.com/user/
　TheSakuraCity

■放送時間
毎日 放送
13：00～
17：00～
22：00～
（各 20分）

〈チバベジ－被災した野菜に新たな価値を－〉
　相次ぐ災害で被害を受けた野菜。傷がつき、
商品価値がなくなった野菜に新たな価値を与え
ようと立ち上がったプロジェクト「チバベジ」
の取り組みを紹介します。　

休日の 各種証明書 交付場所
◉市役所・志津出張所
 【第２・４日曜】８：30～ 17：15

住民票、印鑑登録証明書、戸籍の証明書、税証明書
◉市民サービスセンター（佐倉・西志津）
 【土・日曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票、印鑑登録証明書、戸籍の全部・個人・一
部事項証明
◉自動交付機（佐倉市役所・臼井情報コーナー・
ユーカリが丘出張所）
 【土曜】９：00～ 17：00（祝日除く）
住民票（改正前・除票、住民票コード・個人番号
入りは不可）、印鑑登録証明書

問佐倉市役所 ☎（484）1111（代）

高齢者に関するご相談は  最寄りの

地域包括支援センターへ
志津北部　☎（462）9531
志津南部　☎（460）7700
臼井・千代田　☎（488）3731
佐　倉　　☎（488）5151
南　部　　☎（483）5520

午前８時 30分～午後６時（土祝除く）
緊急時は時間外も電話で対応〈無料〉
※ 12/28 ㈯～１/4㈯はお休みします

被災した野菜を手に取る鳥海孝範さん


